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DSPAV アンプ 

NATURAL SOUND AV AMPLIFIER 

RX-SLIOO 

取扱説明書 



ヤマ八 DSP AV アンプ RX - SLl 00をお買い上げいただきまして、ま 
ことにありがとうございます。 

■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障なくお使いい 
ただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよくお読みくだ 
さい。お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管し、必要に応 
じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ日、15売店名」などの記入を必ず確かめ、販売 
店からお受け取りください。 


保証書別添付 




安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を 
未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。 


絵表示の例 




A 

気をつけなければならなし)内容を 

Q 

してはいけない行為を表していま^ 

^必ずしなければならなし、行為を表 

表しています。 

す。 1 

M してぃます。 

たとえば△は「感電注意」を示し 

たとえば®は「分解禁止」を示し ^ 

^たとえば®は「電源プラグをコン 


ています。 


ています。 

セントから抜くこと」を示してい 
ます。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定され 
^ \ 131 る内容を示しています。 

プラグを抜く 

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。 

• 異常なにおいや音がする。 • 煙が出る。 

• 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 

0 

禁止 

電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 • ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 

水ぬれ S 

S) 

棄止 

本機を下記の場所には設置しない。 

• 浴室•台所•海岸•水辺 • 加湿器を過度にきかせた部屋 

•雨や雪、水がかかるところ 

水滴の混入により火災や感電の原因となります。 

接触禁止 

雷がなりはじめたらアンテナや電源プラグには @6 れない。 

感電の原因となります。 

⑧ 

分解禁止 

分解 • 改造は厳禁。キヤビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因となります。 

修理 • 調整は販売店にご依頼ください。 


放熱のため本機を設置する際には： 

• 布やテーブルクロスをかけない。 • じゆうたん•力一ぺツトの上には設置しない。 

• あおむけや横倒しには設置しない。 • 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

本機の内部に熱がこもり火災の原因となります。 











告 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定され 
る内容を示しています。 


本機の AC アウトレツトに、指定された供給電力を超えた機器を接続しない。 
また、供 J 合電力内であつても電熱器 • ドライヤー•電子調理器等は接続しない。 

火災の原因となります。 


電池を充電しない。 

電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因となります。 


電池からもれ出た液には直接触れない。 

液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談し 
てください。 


本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼して 
ください。 

そのまま使用すると火災や感電の原因となります。 


必ず AC 1 00 V (50/60 Hz ) の電源電圧で使用する。 

それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。 


電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けるとプラグがシヨートして火災や感_の原因となり 
ます。 


本機にものを入れたり、落としたりしない。 

火災や感電の原因となります。 


本機の上には、花瓶•植木鉢•コップ•化粧品•薬品•□ウソクなどを置かない。 

• 水や異物が中に入ると、火災や感賺の原因となります。 

•接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因となります。 


^}s 0 s 0 s 0 1 0 1 O I 0 S 0 
















この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容およ 
/ • \ び物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。 

A 

注意 

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生することがあります。 

正常に動作しないときには、電源を入れたまましばらく放置してください。 


ベンジン • シンナー•合成洗剤等で^をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。 

❶ 

必ず行う 

屋外アンテナエ事には、技術と経験が必要です。販売店にご依頼ください。 

A 

年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼ください。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることがあります。 

注意 

❶ 

必ず行う 

重いので、開梱や持ち運びは必ず2人以上で行う。 

けがの原因となることがあります。 


本機の電源を切っても(電源コードをコンセントから抜い 
た状態)、選択した入カソース、音量、セツトメニューの 
設定、プリセツトされた放送局などは本機に記憶されて 
います。ただし、電源を切った状態が1週間以上続くと、 
記憶内容が消去されることがあります。そのような場合は 
もう一度設定しなおしてください。 

• セツトメニューの各種設定 (— P .57) 

• 登録した放送局 (— P .39) 

• 音場プ□グラムの設定 

入力ごとに選んだ音場プログラム (— P .37) 

ノ V ° ラメーターの 設定(― P .68) 


[ 丁.チケ '> 卜 J 1 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては大変気にな 
るものです。隣近所への配慮を充分にしま 
しよう。静かな夜間には小さな音でもよく通 
り、特に低音は床や壁などを伝わりやすぐ 
思わぬところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量を心が 
け、窓を閉めたり、へッドホンをご使用になるのも一つの方 
法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適 
な生活環境を守りましょう。 


nniDOLBYl 

DIGITAL* EX 

ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されていま 
す。「ドルビー 」' 「PRO LOGIC 」 およびダブル D 記号□□は、 
ドルビーラボラトリーズの商標です。 


DTS 、 DTS-ES Extended Surround および Neo :6 はデジ 
タルシアターシステムズの登録商標です。 


AAC □ゴマーク巧 I はドルビーラボラトリーズの商標です。 
以下はノ くテントナンノ（一です。 


08/937,950 

5848391 

5,291,557 

5,451，954 

5 400 433 

5,222,189 

5,357,594 

5 752 225 

5,394,473 

5,583,962 

5,274,740 


5,633,981 

5 297 236 

4,914,701 

5,235,671 

07/640,550 

5,579,430 

08/678,666 

98/03037 

97/02875 

97/02874 

98/03036 


5,227,788 
5,285,498 
5,481,614 
5,592,584 
5,781，888 
08/039,478 
〇8/211,547 
5,703,999 
08/557,046 
08/894,844 
5,299,238 


5.299.239 

5.299.240 
5,197,087 
5,490，170 
5,264,846 
5,268,685 
5,375,189 
5,581,654 
05-183,988 
5,548,574 
08/506,729 
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スピーカーを設置する . 

スピーカーの設置場所を決める 
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再生機器や録音•録画機器を 
接続する . 
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アンテナを接続する…， 
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入力信号と再生スピーカー対応表 . 48 


再生の前に行う設定一 BASIC menu 


違本設定) . 28 

操作■頁 . 28 

操作の流れ . 29 

部屋の大きさやスピーカーシステムに 
あわせて出力設定する 
—Speaker Set Up 

(ス匕一力一 s 又疋ノ . 30 


応用操作 

そのほかの再生のしかた . 49 

サラウンドスピーカーなしで音場プ□グラ 
ムを楽しむ(パーチャルシネマ DSP )..... 49 

6.1 チャンネルの音場を楽しむ 
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お好みの音で楽しむ(音場を選ぶ） . 37 

FM/AM 放送を聴く . 38 
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外部機器で録音•録画する . 42 
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2 チヤンネルソースを多チヤンネルで楽し 
む (PRO LOGIC、PRO LOGIC II / IIx 、 


DTS Neo :6).52 

ステレオ音声 (2 チヤンネル)で 

再生する . 53 

へ、、」 ドホンで音場プ□グラムを楽しむ 
(「サイレントシアター」） . 54 

小さな音量でも音場プ□グラムを楽しむ 
(ナイトリスニングモード） . 55 

一定時間後に自動的に電源を切る 
(スリープタイマー） . 56 

セツトメニューで設定を変更する..57 

セツトメニュ ーー 覧 . 57 

セツトメニューの操作手順 . 58 

再生の前に行う設定 

-BASIC menu (基本設定） . 59 

音声出力を設定する 

-SOUND menu (音声設定) . 59 

入力設定を変更する 

-INPUT menu (入力設定） . 64 

そのほかの設定 

-OPTION menu (その他の設定） ........ 66 

オリジナルのリスニング環境を 

. 68 

パラメーターを変更する . 68 

パラメーターガイド . 69 

入カモードを切り替える . 70 

入力信号情報を表示する . 72 

スピーカーの音声出カレベルを 
調節する . 73 

テスト!ンを使って調節する . 73 

再生しながら調節する . 74 

リモコンを使いこなす . 75 

リモコンにメーカーコードを設定する.. 75 
操作できる機能一覧 . 77 


そのほかの情報 

故障かな？と思ったら . 78 

全般 . 78 

FM / AM 放送の受信 . 81 

U モコン . 82 

用語解説 . 83 

主な仕様 . 85 

メーカーコードー覧 . 86 

索弓I . 90 
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準備する 


はじめに 


• 本書の記載について 


• 0ァドバィス I は操作上の補足的な説明や知っておくと便利 
な事項を示します。 

• は、操作上必ず行っていただきたいポイントを示 
します。 

• 本書では、本体とリモコンのどちらでも操作できる場合は、 
リモコンでの操作を中心に記載しています。 

• 本取扱説明書は製品開発に先がけ印刷されております。そ 
の後、操作性の向上、そのほかの理由により、製品仕様の一 
部が変更となることがあります。その場合は製品自体の仕 
様が優先されます。 

• 説明の便宜上、文中のイラストや名称等が実際の製品や梱 
包箱等と異なる場合があります。 


• 付属品を確認する 



同梱されている付属品を確認してください。 


リモコン 単3乾電池 (2 本） AM ループアンテナ FM 簡易アンテナ 
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^■注意 

• 電池を外したまましばら<(2分以上)放置したり、消耗した乾電池をリモコンにそのまま入れておくと、リモコンに設 
定したメーカーコードなどのメモリー内容が消えてしまうことがあります。このような場合は、乾電池を新しいものに 
交換して、メーカー]—ドを設定してください。 — P .75 「リモコンを使いこなす」 


v l ) 裏ぶたの△マークを押しながら裏ぶたを取り外す。 

付属の単3乾電池 (2 本)を、+と一の向きに注意してリモ 
コンの電^3ケースに入れる。 

裏ぶたを閉じる。 


リモコンの乾電池についてのご注意 

• 乾電池が消耗すると、リモコンを操作できる距離が極端に 
短くなったり、キーを押しても本機の操作ができなくなっ 
たりします。このような場合は、すべて新しい乾電池に交換 
してください。 

• 新しい乾電池と、1度使用した乾電池を混ぜて使用しない 
でください。 

• 種類の異なる乾電池(アルカリとマンガンなど)を混ぜて使 
用しないでください。同じ形状でも性能の異なるものがあ 
ります。 

• 乾電池が液漏れした場合は、液に触れないよう注意して破 
棄してください。液が目や口に入ったり、皮膚につし)たりし 
た場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談してください。新 
しい乾電池を入れる前に電池ケース内をきれし M こふし)てく 
ださい。 






準備する 



リモコンの使用範囲 


リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本体の受光 
部に向けて正しく操作してください。 



'=— こ—二ぶ 1 

麗 

0=0 


リモコンの取り扱いについての ご注意 


• 水やお茶をこぼしたりしないでください。 

• リモコンを落とさないでください。 

• 下記のような場所には置かないよう、ご注意ください。 

—ストーブのそばや風呂場など、温度•湿度の高いところ。 
—ほこりの多いところ。 

一極端に寒いところ。 
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STANDBY/ON スイッチ 

本機の電源の入/待機(スタンバイ） 

を切り替えます。 

電源を入れて数秒間は音が出ません。 

スタンノ〈イ状態のときは、リモコンからの 
赤外線信号を受信するために少量の電力 
を消費します。 

リモコン受光部- 

リモコンからの信号を受信します。 


I DSP キ- 1 

ディスプレイ 音場プ□グラムを選択する： 

プログラムの名称や DSP キーを押し、お好みの音場 

設定値、再生時の情 プログラムが表示されるまで 

報などを表示します。 VOLUME / SELECT つまみを回 

(- P .15) してください。（― P .37) 

STERE ◦再生にする： DSP キー 

を押して STEREO を表示させま 
す。(― P .53) 

ボリューム セレクト 

V 〇 LUME/SELECT つまみ- 

音量を調節する: 全体の音量を調節します。右に回すと大きくなり、左に回す 
と小さくなります。 

次のキーを押すと VOLUME / SELECT つまみの機能が切り替わります。 
TUNER ( AUTO / MAN ' L ) キー： 入力が TUNER のときに FM / AM 放送 
局を選局できます。 

DSP キー ：お好みの音場プ□グラムを選べます。 

INPUT キー ：再生したい入カソースを選べます。 










各部の名称とはたらき 
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リモコンで本機を操作するときは、はじめに AMP キーを押し 
てアンプ操作モードにしてください。下の図の中で I I は 
AMP キーを押さなくても操作できるキーを示し、は 
TUNER 入力のときに操作できるキーを示しています。 

ァドバィス 

• 名称が青色で表示されているキーは、アンプ操作モードのときの 
操作キーです。 


赤外線送信部- 

リモコン操作用の赤外線信号を送信します。 
(- P .12) 

STAND 巳 Y/ON キー1- 

本機の電源の入/待機(スタンノ (イ)を切 
り替えます。 

音場プログラムキー- 

音場プ□グラムを選択します。（― P .37) 

複数の音場プ□グラムが入っているキーもあるの 
で、キーを繰り返し押してお好みの音場プ□グラム 
を選んでください。 

NIGHT キ- 

夜間など、小音量で音声を楽しむときに 
効果的です。 （— P .55) 

エーピーシーデイーイー 

IA / B / C / D/E キ ー J -1 

TUNER 入力のとき、キーを押して A 〜巳の 
プリセットグループを選びます。 (- P .41) 

LEVELS - 

各スピーカー(フロント L / R 、 センター、サー 
ラウンド L / R 、 サラウンドノ（ック、サブウー 
ファー)音量レべ)レの調節モードに入りま 
す。（― P .74) — 

T-ST キ- 

テストトーンを出力します。 (- P .73) 

MUTE キ-1- 

音量を下げます。もう1度押すと、元の音量に戻 
ります。(― P _33) 

音量を下げている間はディスプレイの MUTE 表示が点 
減します。 

AMP キ- 

リモコンをアンプ操作モードに切り替えます。 



I HALL JAZZ ROCK ENTERTAir 

Q Q Q Q 

I MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

Mb LiJ B B 

I H/DTS I NIGHT EX/ES STEREO 

I bIS ) s - 

I 1^0/1 J I 0/1 I J |^0D£SE+| 

REC 

| [ O ■ [ □ j I AUDIO | 

DISC SKIP 

「《 I □□丨卜 I 

| A/B/C/D/E ソ PRESET 八 


EWES STEREO I 

Gfl —— 1 

=T — EFFECT-|_ 

yj||[cODESE^ ：i - — 

J I AUDIO j 

1 R 

PRESET 八 I 

—i _ 



IV VUL 

f ^ MUTE 

□ CO 


DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

~n ( ) □ 

MUTE INPUT — + 

O O O ch O 

^YAMAHA 


- I プリセット番号キー I 

TUNER 入力のとき、キーを押して1〜8の登 
録(プリセット)局番号を選びます。卜 P .41) 

- SLEEP キー_ 

スリープタイマーを設定します。 (- P .56) 

ステレオ エフエクト 

- STEREO/EFFECT キー 

ステレオ音声と音場効果を加えた音声を切 
り替 ;^ 主オ (- ►p 1=53) 

STEREO を表示させると、音場効果を加えない音 
声がフロント L / R スピーカーから聞こえます。 

イーエツ クス イーエス 

- EX/ES キー 

ドルビーデジタルや DTS などのソフトを 6. 1 
チヤンネルで再生するときのモードを選びま 
す〇ぃ P .50) 


CODE SET キー 

メーカーコードを設定するときに押します。 

PRESET a / v キー 

TUNER 入力のとき、1〜8のプリセツト局番 
号を選びます。 

SET IVilNU キー 

セツトメニューに入るときや終了するときに 
押します。 （— P _28、 P .58) 


カーソルキー 

セットメニューや音場プ□グラムのノ（ラメー 
ターの選択/設定に使います。 

VOLUM 匕! ■/— キ： 

本機の音量を調節します。+キーを押すと大 
きくなり、ーキーを押すと小さくなります。 

入力 選択キー 

再生するソースを選択します。（― P .32) 
ソースにあわせてリモコンの機能も切り替わ 
ります。 

DVD プレーヤー、ビデオデッキ、衛星放送 / CATV 
チューナーを操作するには、前もってお使いの機器 
のメーカー]-ドを DVD / CD キー、 VCR キー、 
DTV / CBL キーに登録する必要があります。 

(― P .75) 
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準備する 


人カソース表ホ 

入力しているソース表示 
の_ I が点灯します。 


NIGHT 表示 

ナイトリスニングモードのと 
きに点灯します。 


デコーダー表示 

本機内蔵のデコー 
ダーが働くと、その 
デコーダー表示が 
点灯します。 


ヘッドホン表示 

〇ヘッドホン端子にヘッドホン 
を接続すると点灯します。 


ステレオ 

STEREO 表示- 

AUTO 表示が点灯して 
いるときに、電波の強い 
FM ステレオ放送を受信 
すると点灯します。 


シネマ ディ ー エスピー 

CINEMA DSP 表示 

CINEMA DSP 音場プ 
□グラムを選ぶと点灯 
します。 


八イフアイデイーエスピー 

HiFi DSP 表示 

HiFi DSP 音場プロ 
グラムを選ぶと点灯 
します。 




TUN ED 表示 

FM / AM 放送を受信すると 
点灯します0 


ポリューム 

VOLUME 表示 

現在の音量を表示し 
ます。音量が大きくな 
るにつれて右側に表 
示が増えていきます。 


MUTE 表示 

MUTE キーを 
押して、音量を 
下げている間点 
滅します。 


[|- 



VIDEO II 


VIDEO 21 DTV/CBLI 


DVD/CD I TUNER 


• STEREO TUNED— 1 


VOLUMEIMUTE SLEEP 


「AUTO MEMORY 
DUAL 


ms 

dE| 


「SILENT THEATER 」* 表示 

ヘッドホンで音場プ□グラムが楽 
しめる、「サイレントシアター」*の 
ときに点灯します。 


パーチヤル 

V 旧 TUAL 表示 

ノ（ーチヤルシネマ DSP にする 
と点灯します。 


マルチインフォメーションディスプレイ 

音場プ□グラム名や各種設定値、放送局の周波 
数やプリセツト番号を表示します。 


AUTO 表示 


ピーシーエム 

PCM 表示 

CD などの PCM 信号の再生中 
に点灯します。 




チューナーモードのオート選局や 
オートプリセツトのとき点灯します。 

DUAL 表示- 

BS デジタル放送などで使われる、モノラル 
二重音声を出力するときに点灯します。 

エルエフイー 

LFE 表示- 

入力信号に LFE が含まれているときに点灯します。 


3回_ 

SLlfSBjlSR] 


入力信号チャンネル表示- 

再生ソースのデジタル信号に含まれる音声チャンネル 
に対応した表示が点灯します。 

MEMORY 表示- 

FM / AM 放送局を登録(プリセット)するときに点滅します。 

表示- 

スリープタイマーをセットすると点灯します。 


* 「サイレントシアター / SI LENT TH EATER 」 はヤマノ V 株式会社の登録商標です。 


口 □ DIGITAL 


スプレイ 


準備する 
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設置と接続 


スピーカー を設置する 


音場効果を十分に味わうために、スピーカーを適切な位置に設置し、本機と確実 
に接続してください。 


C 


スピーカーの設置場所を決める 


スピーカーは次のように配置してください。 


センタースピーカー 

左右のフロントスピーカーの中間に設置します。 
テレビ(モニター)の上や下など、できるだけテレ 
ビ(モニター)画面に近い場所に設置します。画面 
の中央線上の位置に、画面とスピーカーの前面を 
そろえて設置するとより理想的です。 

センタースピーカーからは会話やボーカルなどの 
センターチヤンネルの音声が出力されます。 


センタースピーカー 


フロント L/R 
スピーカー 

左右のスピーカーをリスニン 
グポジションから等距離に設 
置します。両スピ _ 力 _ の中 
央にテレビ(モニター)がくる 
ように設置してください。 

フロント L/R スピーカーか 
らはフロントチヤンネルの音 
声(ステレオ音声)と効果音が 
出力されます。 


フロント 
スピーカー ( L ) 


サブウーフア- 


サフウーファー 

前方左右どちらかの壁面寄りで、壁の反射を 
防ぐために少し内向きに設置します。低音の 
聞こえ方は、スピーカーを置く位置と聴く位 
置の両方に影響されるので、設置する位置を 
変えてお試しください。 

サブウーファーは低音域の音響効果を向上さ 
せます。低音を強調するだけでなぐドルビー 
デジタル、 DTS や AAC に含まれる LFE 信号を 
正確に再現することができます。 


スピーカー ( R ) 



スピーカー ( R ) 


1.5 〜 l_8m 


サラウンド L/R 
スピーカー 

後方斜め、スピーカーをリス 
ニングポジシヨンに向けて設 
置します。床に直接座って聴 
く場合は、床から約 1.5 m 、 椅 
子に座って聴く場合は、床か 
ら約1 .8 m の高さが適当です。 

サラウンドスピーカーからは 
サラウンドと効果音が出力さ 
れます。 


スピーカー ( L ) 


サラウンドバック 
スピーカー 

サラウンドバック 
スピーカー 

後方からスピーカーをリスニングポジシヨンに 
向けて設置します。床に直接座って聴く場合は、 
床から約1 .5 m 、 椅子に座って聴く場合は、床か 
ら約1 .8 m の高さが適当です。 

サラウンドノ（ックスピーカーからはサラウンド 
が出力され、音の前後の移動感を演出します。 
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ケーブルタグを取り付ける 


㈣ ァドバィス 

• 各スピーカーの再生音色が異なると、移動する人物の声など(音色)が不自然に変化することがあります。できるだけ、メー 
力 一 や音色の揃ったスピーカーの使用をおすすめ します。 

同ー メーカーが 同じ時期に販売しているシリーズの スピーカー で、 スピーカー システムを揃えることをおすすめします。 
• スピーカーインピーダンスが 60以上の スピーカーを お使いください。 

• スピーカーは防磁型スピーカーをお使いください。防磁型以外のスピーカーを使用すると、テレビ(モニター)に映る映 
像が乱れることがあります。特に画面近くに設置する必要のあるセンタースピーカーやサブウーファーには、防磁型ス 
ピーカーのご使用をおすすめします。 

• 防磁型スピーカーをお使いの場合でもテレビ(モニター)の映像が乱れるときは、スピーカーをテレビ(モニター)と離し 
て設置してください。 

P 注意 

• 6スピーカーシステムでお使いにならないときは、お使いになるスピーカーにあわせて、アンプの出力設定を変更して 
ください。— P .30「 g |5 屋の大きさやスピーカーシステムにあわせて出力設定する一 Speaker Set Up (スピーカー設定)」、 
P .59 「音声出力を設定する一 SOUND menu (音声設定)」 


接続の前に付属のケーブルタクをスピーカーケーブルの両端 
に取り付けておくと、ケーブ;レの配線がわかりやすく大変便 
利です。 

スピーカ_ケ_ブ J レを適切な長さに切断したあと、スピーカー 
5晶子と同じ色のタグを各スピーカーケーブ J レに取り付けてく 
ださい。 


ケーブルタグの色 


スピーカー ケーブル 




赤 

フロント右 

白 

フロント左 

緑 

センター 

灰 

サラウンド右 

青 

サラウンド左 

茶 

サラウンドバック 


{ ケープルタグの片方の穴にスピーカーケープルを通 


もう片方の穴にもスピーカーケープルを通す。 


手順®、®にしたがい、スピーカーケープルのもう 
勿 一方の端にも同じ色のタグを取り付ける。 

すべてのスピーカーケーブルにタグを取り付けてく 
ださい。 






本機とスピーカ_ケ _ ブルを接続する 


スピーカー端子のつまみの色 


スピーカー1 フロント センターサラウンドサラウンド 
-@ ㊣ （§) ㊣ 心ク 



赤白綠灰青茶 



本機のスピーカー端子の+側つまみは、6色に色分けされて 
います。取り付けたケーブルタグとつまみの色が合うように 
スピーカーケーブルを接続します。 

右チヤンネル、左チヤンネル、「+」、「一」を確認して正しく接 
続してください。極性(+、一)を間違えて接続すると不自然な 
再生音になります。 

^•注意 

• スピーカーやすべての機器の接続が終わるまで、電源コードを AC 
コンセントに接続しないでください。 


• スピーカーケーブルを接続する場合、シヨートしないように注 
意してください。シヨートした状態で電源を入れると、本機の 
保護回路が働いて自動的にスタンノ（イ状態になりますが、故障 
の原因になる恐れがあります。 

• 接続するスピーカーのインピーダンスは 6 Q 以上のものを使用 
してください。それ以下のインピーダンスのスピーカーを使用 
すると、保護回路が働いたり、故障する恐れがあります。 


一般的にスピーカーケーブルは、平行した2本の絶縁ケーブ 
ルです。ケーブルのうちの1本は極性を判別するために異なっ 
た色またはラインが入っています。 

! ) スピーカーケープル先端の絶縁部(被覆)を約 10 mm 
^ ぐらいはがす。 



++ブ r 4 一~7ァ_ 石 左 右左 

フロン トスピーカー サラウンドス ピーカー 










再生機器や録音•録画機器を接続する 



^■注意 

• 本機のデジタル信号回路とアナログ信号回路は独立しているため、デジタル音声端子から入力した信号はアナログ出力 
端子 (VCR OUT ) には出力されません。 

• 本機の光入力端子は、 EIAJ 規格に基づいて設計されています。 EIAJ 規格を満たさない光ファイバーケーブルを使用する 
と、正常に動作しないことがあります。 


接続に関しての注意 

• 接続する前に、本機および接続する機器の電源コードが AC 
コンセントに接続されていないことを確認してください。 
• 右チヤンネル、左チヤンネル、入力 (I N ) 、出力 ( OUT ) などを 
確認して正しく接続してください。接続する機器によって 
は接続方法や端子の名前が異なることがあります。接続す 
る機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

• 端子名は入力選択キーに対応しています。 

デジタル端子の接続 

本機は、同軸ケーブルや光ファイノ（ーケーブル経由で、デジタ 
ル信号を直接伝送できるデジタル端子(同軸入力または光入 
力)を装備しています。 デジタ) レ端子は PCM 、 ド〗レビーデジタ 
ル、 DTS 、 AAC 兼用です。本機のデジタル入力端子は、サンプ 
U ング周波数 32 kHz の衛星放送 A モードから CD や MD ディ 
スクの 44.1 kHz 、 衛星放送 B モードと DVD ディスクの 
48 kHz に対応しています。また、 DVD ディスクの 96 kHz に 
も対応しています。 







ビデオカメラ 




- VIDEO 


® © ，盟 ®VI 

































DVD / CD プレーヤーを接続する 


DVD/CD プレーヤーの光デジタル出力端子を DVD/CD 光入 
力端子に接続します。また、 DVD プレーヤーの映像出力端子 
を DVD/CD 映像入力端子に接続します。 

㈣ ァドバィス 

• DVD プレーヤーに光デジタル出力端子がない場合は、同軸デジタ 
ル出力端子を同軸入力端子に接続します。この場合は、 INPUT メ 
ニューの「I叩 ut Assign」 で、接続した端子の割り当てを変更する 
ことをおすすめします。(― P.64) 

• デジタル出力端子がない場合は、音声出力端子を DVD/CD 音声入 
力端子に接続します。 


衛星放送/ CATV チューナーを接続する 


LD プレーヤーを接続する 


衛星放送 /CATV チューナーの光デジタル出力端子を DTV/ 
CBL 光入力端子に接続します。また、衛星放送 /CATV チュー 
ナーの映像出力端子を DTV/CBL0 央像入力端子に接続します。 

h アドバイス 

• 衛星放 il^/CATV チューナーに光デジタル出力端子がなし場合は、 
音声出力端子を DTV/CBL 音声入力端子に接続します。 


LD プレーヤーの同軸デジタル出力端子を VIDEO 1同軸入力 
端子に接続します。また、 LD プレーヤーの映像出力端子を 
VIDEO 1映像入力端子に接続します。 


_アドバイス 


LD プレーヤーに同軸デジタル出力端子がない場合は、音声出力端 
子を VIDEO 1音声入力端子に接続します。 

ドルビーデジタル RF 出力端子がある場合は、市販の RF デモジュ 
レーターに接続してから、空いている光デジタル入力または同軸 
デジタル入力端子に接続します。 


TV ゲーム機やビデオカメラを接続する 


TV ゲーム機やビデオカメラの光デジタ;レ出力端子を本機の 
前面にある VIDEO 2の OPTICAL 端子に接続します。また、 
TV ゲーム機やビデオカメラの映像出力端子を VIDEO 2の 
VIDEO 端子に接続します。 

^ァドバィス.:： 

• ゲーム機に光デジタル出力端子がない場合は、音声出力端子を 
VIDEO 2の AUDIO 端子に接続します。 


21 



sru 里 L.=/iic±3 

直こ K 疋 


テレビの音声出力を接続する 


信号の 

流れ 


音声出力 



テレビ 


市販のステレオピン 
ケーブルを使います。 



本機Iこ接続したスピーカーでテレビ番組の音声を楽しめます。 
テレビの音声出力端子を本機の音声入力端子に接続してくだ 
さい。入力選択キーを押してテレビを接続した入力を選ぶと、 
テレピの音声が本機に接続したスピ_力_から聞こえます。 
テレビの音声を音場プ□グラムでもお楽しみいただけます。 
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録画機器 (0 央像系)または録音機器(音楽系)のどちらかを接続 
できます。 

接続に使うケーブル ■一--—— - -- - 

=0- uo = ビデオ用ピンケープル（市販） 

信号の流れ 


録画機器 





























sru 里 L.=/iic±3 

直こ K 疋 


ビデオデッキや DVD レコーダーを接続する 


ビデオデッキや DVD レコーダーの音声出力端子を VCR IN 音 
声入力端子に接続し ます。 また、ビデオデッキや DVD レコー 
ダーの映像出力端子を VCR IN 映像入力端子に接続し ます。 
録画する場合は、ビデオデッキ/ DVD レコーダーの音声入力 
端子を VCR OUT 音声出力端子に接続し ます。 また、ビデオ 
デッキや DVD レコーダーの映像入力端子を VCR OUT 映像 
出力端子に接続します。 


MD レコーダー や CD レコーダーを 接続する 


MD/CD レコーダーの音声出力端子を VCR IN 音声入力端子 
に接続します。 

MD/CD レコーダーの音声入力端子を VCR OUT 音声出力 
端子に接続します。 


テレビ(モニター)を接続する 


テレビ(モニター)の映像入力端子を映像出力端子に接続しま 
す0 


㈣ ァドバィス 

• 高音質のデジタル音声で楽しみたいときは、 DVD レコーダーや CD / MD レコーダーの光デジタル出力または同軸デジ 
タル出力端子を空いている光デジタル入力または同軸デジタル入力端子に接続します。この場合は 、 INPUT メニューの 
「Input Assign 」 で、接続した端子の割り当てを 「 VCR 」 に変更してください。 OP .64) 

f 注意 

• カセットデッキを接続する場合も CD レコーダーなどと同様に、音声出力端子と音声入力端子を接続します。 

• 本機に録音•録画機器を接続している場合、本機の使用中は録音•録画機器の電源を入れたままにしてください。録音•録 
画機器の電源が切れていると、本機の音が歪むことがあります。 
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設置と接続 


25 






sru 里 L.=/iic±3 

直こ K 疋 


AM ループアンテナを接続する 





■ y \ AM 端子と GND 端子のレバーを上に開け、白い]-ド 
の： EL 線を AM 端子に、黒いコードの; SL 線を GND 端子に 
差し込む。 


(3) レバーを戻して、コードを固定する。 

^コー ドを軽く引いて、正しく固定されたかどうか確認 
してください。 



A アンテナを左右に回し、受信状態が最も良くなる方向 
^に向ける。 


アドバイス I 

• 放送を良好に受信するためには、屋外アンテナを設置することをお勧めします。詳しくは、最寄りのヤマノ v 電気音響製品 
のサービス拠点にお問い合わせください。 

•注意 

• FM 簡易アンテナや AM ループアンテナは、本機やスピーカーケーブルから離して設置してください。 

• AM 屋外アンテナを接続した場合でも、 AM ループアンテナは必ず接続しておいてください。 
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すべての接続が終了したら、家庭用 AC 100 V 、50/60 Hz の 
AC コンセントに電源コードのプラグを接続します。 

接続するときの電源プラグの向き(極性)によつて音質が変わ 
ることがありますので、お好みの向きで接続してください。 


電源を入れる 


ここまでのすベての準備が終わつたら、本機の電源を入れま 
す。 



STANDBY/ON キーを押す。 

本機の電源が入り、ディスプレイが点灯します。 






sru 里 L.=/iic±3 

直こ K 疋 


再生の前に行う設定一 BASIC menu (基本設定) 

スピーカーの本数、サブウーファーの有無、お部屋のサイズなど、お使いになる 
条件を簡単に設定するだけで本機の音場プ□グラムの効果を最大限に引き出す 
ことができます。ソースを再生する前にセットメニューの中の BASIC メニュー 
を使ってリスニング環境を設定してください。 

さらに SOUND メニューを使ってリスニング環境を細かく設定することがで 
きます。 — P .59 「音声出力を設定する一 SOUND menu (音声設定)」 

テレビ画面に表示されるセットメニューを日本語にすることができます 。 OPTION 
メニューの 「GUI Language 」 の設定を行ってください。初期設定は 「 English (英 
語)」です。 — P .67 「表示言語を設定する- GUI Language(GUI 使用言語)」 


• 操作手順 



• OPTION menu 

• BASIC menu 

• SOUND menu 

• INPUT menu 


• Speaker Set Up 

• Speaker Level 


リモコンで操作します。 

セットメニューはテレビ画面にも表示されます。テレビ画面で 
確認しながら操作すると、より簡単に設定できます。各メニュー 
の名称はテレビ画面に表示される名称で説明していますので、 
本機ディスプレイに表示される名称とは若干異なります。 

注意 

• 設定するときは、ヘッドホンを抜いてください。 

1 AMP キーを 押す。 

2 、 SET MENU キーを 押す。 

△または▽キーを押して 「BASIC menu (基本設 
定) J を表示させる。 

(4) t > キーを押す。 

^ BASIC メニューの設定モードに入ります。 

△または▽キーを押して、設定したい項目を選ぶ。 

^設定項目は次の2つです。 「操作の流れ」 (― P .29) にし 
たがって設定してください。 

「Speaker Set Up 」 

使用するスピーカーや、お部屋のサイズにあわせて、 
アンプの出力設定を変更します。 

「Speaker Level 」 

接続したスピーカーの音声出カレベルを調節します。 

[> キーを押す。 

^選んだ項目の設定モードに入ります。 

7 丨△または▽キーで変更したい設定を選んで、 

^ ENTER キーを押す。 

ディスプレイに表示された項目名の後ろに コロン (:） 
が点灯します。 

〇) △または▽キーで設定を変更し、 ENTER キーを押 
します。 

項目名の後ろの コロン (:）が消灯します。 

項目によっては < または > キーで設定を変更する場 
合があります。 

9) <キーを押して項目に戻るか 、 SET MENU キーを 
、 r 押してセツトメニューを終了する。 
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操作の流れ 


BASIC SOUND INPUT OPTION 


BASIC メニュー(基本設定)には 「Speaker Set Up (スピーカー設定)」と 「Speaker Level (スピーカー出カレベル)」の2つの項 
目があり、下記の流れにしたがって設定するだけで美しいヤマ八サウンドをお手軽にお楽しみいただけます。詳しい設定内容につい 

ては 「部屋の大きさやスピーカーシステムにあわせて出力設定する一 Speaker Set Up (スピーカー設定)」 (—P.30) または 「スピ 
-力一の音声出カレベルを調節する一 Speaker Level (スピーカー出カレベル)」 (—P.31 ) をご覧ください。 

—注意 

• SOUND メニューの中には 、 BASIC メニューを設定することにより無効になる項目があります。あやまって BASIC メニューに入っ 
た場合は 「Speaker Set Up 」 の 「Setting OK ?」 で Cancel を選ぶか、 Set を選んだあとで SOUND メニューを設定しなおし 
てください。 



設置と接続 


• 巳 ASIC 以外のセツトメニュー項目については、 「セツトメニューで設定を変更する」 （—P.57) を参照してくださし、。 
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喔の大きさやスピ-力-システムにあわせて出か設定する - Speaker Set Up (スピ-力-設定) 


リスニング環境にあわせて、アンプの出力設定をしま 
す。 




• Speaker Set Up • Room Size 

• Speaker Level 

參 Subwoofer Set 

• Speaker Num 


①部屋の大きさを選ぶ 

「Room Size ( g | J 屋の大きさ設定)」 


選択項目: Small (小 )、 Middle 沖)、 Large (大) 
初期設定: Middle (中） 


本機を使用する部屋の大きさを選びます。大きさの目 
安は 「 Small 」 が 3.6 mx 2.8 m (6 畳）、 「 Middle 」 が 
4.8 mx 4 m ( l 2畳)、 「 Large 」 が 6.3 mx 5 m (1 8畳) 
です。 


②サブウーファーの有無を選ぶ 

「Subwoofer Set (サブウーファー設定)」 


選択項目: Yes (あり）、 None (なし) 
初期設定: Yes (あり） 


選択項目 

入力信号 _ 
チャンネル表示 

使用する 
スピーカー 

5 speaker 

® © 

フロントしセンター、 
フロントにサラウンドし 
サラウンド R 

6 speaker 

@( sb ]( sr ] 

フロントしセンター、 
フロントにサラウンドし 
サラウンドバック、 

サラウンド R 


A ■注意 

• スピーカーの本数は、サブウーファーを除く合計使用本数 
を選んでください。 


④設定するか確認する 

「Setting OK ? (設定確認)」 


選択項目: Set (設定 )、 Cancel (無効） 

①〜③で選んだ設定を決定するか確認します。 

Set を選ぶと設定内容が決定され、表示が 「CHECK 
TEST TONE 」 に変わり、テストトーンが出力されま 
す。 

Cancel を選ぶと、①〜③で選んだ設定をキャンセル 
し 、 BASIC メニューのはじめの表示に戻ります。 


サブウーファーを使用するときは 「 Yes 」 を、使用しな 
いときは 「 None 」 を選びます。 


③ スピーカー の本数を選ぶ 

「Speaker Num (スピーカーの本数)」 


選択項目 :2、3、4、5、6 speaker (本) 
初期設定 :6 speaker (本） 


使用するスピーカーの本数を選びます。次の表を参考 
に、適切な本数を選んでください。 


選択項目 

入力信号_ 
チャンネル表示 

使用する 
スピーカー 

2 speaker 

B @ 

フ□ントしフ□ント R 

3 speaker 


フロントしセンター、 

フロント R 

4 speaker 

0 ® 
@ 囫 

フロントしフロントに 
サラウンドしサラウンド R 


⑤各スピーカーからの音量を確認する 
rCHECK TEST TONE 」 


④で Set を選ぶと、テストトーンが出力されます。各ス 
ピ_力_から同じ音量でテストトーンが聞こえるかを 
確認して ENTER キーを押します。 

㈣ ァドバィス 

• テスト!ンは2回巡回します。 

• テストトーンの巡回中は、テスト!ンを出力しているス 
ピーカーの入力信号チヤンネ)レ表示が点滅します。 


© Speaker Set Up メニューを終了する 
「Check OK ? (テスト判定)」 


⑤でスピーカーから同じ音量のテストトーンが聞こえ 
たら、 Yes を選んで Speaker Set Up メニューを終了 
します。音量が異なる場合は、 No を選んでください。自 
動的に 「Speaker Level (7. ピーカー出カレベル)」の設 
定へ移り、音量を調節できます。 
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A ァドバィス 

• テスト I ンはフロント L またはサラウンド L スピーカーと選んだスピーカーから交互に出力されます。ディスプレイ 
の入力信号チヤンネル表示で、テスト I ンを出力しているスピーカーがわかります。 

• ②〜⑤の項目では 、 Speaker Set Up メニューの 「Speaker Num 」 で選んだスピーカーだけを調節できます。 


フロントしサラウンド L スピーカーと 各 スピーカー か 
ら出力される テス ト I ンの音量を比較して、同じ音 
量になるように調節します。 



• Front 

• Speaker Set Up 

• Center 

• Speaker Level 

• SurL 


• Sur Back 


• SurR 


© Front し R 
(フ□ント左右） 

フロント L スピーカーとフロント R スピーカーの音量 
が同じになるように、フロント R スピーカーの音量を調 
節します。 

調節範囲:左寄り 20 dB 〜右寄り 20 d 巳 

初期設定: Od 日 


② Center (センター） 

フロント L スピーカーとセンタースピーカーの音量が 
同じになるように、センタースピーカーの音量を調節 
します。 

調節範囲：一 10〜 +10 dB 

初期設定: Od 日 


③ Sur L (サラウンド左） 

フロント L スピーカーとサラウンド L スピーカーの音量 
が同じになるように、サラウンド L スピーカーの音量を 
調節します。 

調節範囲：一 10〜 +10 dB 
初期設定: Od 日 


④ Sur Back (サラウンドバック） 

サラウンド L スピーカーとサラウンドパックスピー 
力一の音量が同じになるように、サラウンドパックス 
ピーカーの音量を調節します。 

調節範囲：一 10〜 +10 d 巳 
初期設定: Od 日 


⑤ Sur R (サラウンド右） 

サラウンド L スピーカーとサラウンド R スピーカーの 
音量が同じになるように、サラウンド R スピーカーの音 
量を調節します。 

調節範囲：一 10〜 +10 d 巳 
初期設定: Od 巳 


⑥ Subwoofer (サブウーファー） 

フロント L スピ _ 力_とサブウーファーの音量が同じ 
になるように、サブウーファーの音量を調節します。 

調節範囲： 一20〜 Od 巳 

初期設定: 0 d 日 





基本操作 


再生する 


[• 基本操作 


本機に接続したオーディオ機器やビデオ機器を再生します。 



d STANDBY / ON キーを押して本機の電源を入れる。 


2 DVD などの映像ソースを再生する場合は、本機と接 
" 続したテレビ(モニター)の電源を入れる。 

テレビの入力を切り替える。 

W 例えば、本機の映像出力をテレビのビデオ入力1に接続 
したときはビデオ入力1にします。 

A 入力選択キーを押して再生したい音声/映像(入力 
^ソース)を選ぶ。 

選んだ音声/映像(入カソース)の種類が、デイスプレ 
イに数秒間表示されます。 



選んだ入カソース 


_注意 

• 入力選択キーや表示される入カソース名は、どの入力端子から入 
力しているかを示しています。接続した機器名と入力端子名が異 
なる場合は、入力端子名を選びます。 

例： LD プレーヤーを DTWCBL 端子に接続した場合、 LD プレー 
ヤーの音声/映像を楽しむためには、 DTV / CBL キーを押し 
て入カソースを 「 DTV / CBL 」 に切り替えます。 

㈣ ァドバィス 

• 本体から選ぶには次のように操作します。 

1 INPUT キーを押す。 

VOLUME / SELECT つまみの機能が入力選択になります。 

2 VOLUME / SELECT つまみを回して、再生したい入カソース 
を選ぶ。 

INPUT キーを押してから、5秒以内につまみ回してください。 
INPUT キーを押して、5秒を過ぎると VOLUME / SELECT つ 
まみの機能は通常の音量調節に戻ります。 

3 VOLUME / SELECT つまみを押す。 

VOLUME / SELECT つまみの機能が音量調節に戻ります。 
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本機の使用を終了する 


5) 機器の再生(または AM / FM 放送の受信)を始める。 

DVD を再生する(― P .34) 

衛星放送チューナーや CATV チューナーで TV を見る 
(- P .34) 

LD を再生する卜 P .35) 

ビデオを再生する(― P .35) 

ゲームで 遊ぶ (— P .36) 

AM / FM 放送を聴くレ P .38) 

•注意 

• コピーガード信号が入ったビデオソースを再生すると画像がブ 
レることがあります。 

c 、 VOLUME +/ —キーを押して、音量を調節する。 


7 音場プ□グラムキーを押して、音場プログラムを選ぶ。 

^音場プ□グラムの選び方については、「お好みの音で 

楽しむ(音場を選ぶ)」 （— P .37) をご覧ください。 


ソースの 再生中に MUTE キーを 押す。 

前の音量に戻すには、もう1度 MUTE キーを押します。 


㈣ アドバィス 

• OPTION メニユーの 「Audio Mute 」 で下げる音量（一〇〇、一50、 
-20) を選べます。 — P .67 「ミユート(消音）レベルを設定する一 
Audio Mute (消音レベル設定)」 

• 本機をスタンパイ状態にすると、 MUTE が解除されます。 

• VOLUME +/— キーや音場プ□グラムキーなどを押して tiMUTE 
は解除されます。 

• 音量を下げている間は、ディスプレイの MUTE 表示が点滅します。 


STANDBY / ON キーを押して、本機をスタンバイ状態に 
する。 


基本操作 
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基本操作 


DVD を再生する 


DVD/CD 



DVD / C □プレーヤーの操作については、お使いになる機器の 
取扱説明書をご覧ください。 

卜1ァドバィス j 

• 操作手順は「再生機器を接続する」 (- P .20)、 「録音•録画機器、テ 
レビ(モニター)を接続する」 (— P .23) の接続例をもとに説明して 
います。 

• 本機に接続した DVD プレーヤーやテレビを、本機のリモコンで操 
作すること ft できますが、これらの機器のメーカーコードを前もつ 
てリモコンに登録しておくことが必要です。 — P .75 「リモコンを 
使いこなす」 

；^テレビの電源を入れる。 



DVD / CD プレーヤーの電源を入れる。 


? テレビの入力を切り替える。 

リ 例えば、本機の映像出力をテレビのビデオ入力1に 
接続したときは、ビデオ1にします。 


DVD / CD キーを押す。 

胃本機が DVD / CD プレ-ヤ-を人力できるようになり 
ます。 



DVD / CD プレーヤーを再生する。 


衛星放送チューナーや CATV チューナーで TV を見る 


DTV/CBL ■ 



MUTE 

口 


VOLUME 

m 


DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

ロ ロ 


MUTE INPUT — + 

O O O ch O 
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衛星放送 / CATV チューナーの操作については、お使いにな 
る機器の取扱説明書をご覧ください。 

開ァドバィス 

• 操作手順は「再生機器を接続する」 (- P .20)、 「録音•録画機器、テ 
レビ(モニター)を接続する」 (— P .23) の接続例をもとに説明して 
います。 

• 本機に接続した衛星放送/ CATV チューナーやテレビを、本機の 
リモコンで操作することもできますが、これらの機器のメーカー 
コードを前もってリモコンに登録しておくことが必要です。— 

p .75 r リ モコ ンを使いこなす」 

^1) テレビの電源を入れる。 


j 衛星放送/ CATV チューナーの電源を入れる。 

? ：テレビの入力を切り替える。 

^例えば、本機の映像出力をテレビのビデオ入力1に 
接続したときは、ビデオ1にします。 

A DTV/CBL キーを押す。 

^本機が衛星放送 / CATV チューナーを入力できるよに 
なります。 




LD を再生する 


RETURN'yA-^ ~ DISPLAY 
TV VOL VOLUME 

msm 


DVD/CD VCR VIDE01 

ロ ロ OS - 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 

MUTE INPUT — + 

O O O ch O 


VIDEO 


LD プレーヤーの操作については、お使いになる機器の取扱説 
明書をご覧ください。 

，ァドバィス 

• 操作手順は 「再生機器を接続する」 （—P.20)、 「録音•録画機器、テ 
レビ(モニター)を接続する」 (—P.23) の接続例をちとに説明して 
います。 

^テレビの電源を入れる。 


LD プレーヤーの電源を入れる。 


©YAMAHA 


テレビの入力を切り替える。 

例えば、本機の映像出力をテレビのビデオ入力1に 
接続したときは、ビデオ1にします。 


® VIDEO 1キーを押す。 

n-?i y—-t7—* 


本機が LD プレーヤーを入力できるようになります。 

LD プレーヤーを再生する。 


ビデオを再生する 


RETURN\y^ > "'' ~ DISPLAY 
r TV VOL 1 VOLUME 

RSR 


DVD/CD VCR VIDE01 

口 L 3-^=- 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 

MUTE INPUT — + 

〇〇 o»o 


ビデオデッキの操作については、お使いになるビデオデッキ 
の取扱説明書をご覧ください。 

ァドバィス j 

• 操作手順は 「再生機器を接続する」 （—P.20)、 「録音•録画機器、テ 
レビ(モニター)を接続する」 (—P.23) の接続例をちとに説明して 
います。 

• 本機に接続したビデオデッキやテレビを、本機のリモコンで操作 
することちできますが、これらの機器のメーカーコードを前ちつ 
て リモコンに登録しておくことが必要です。 —P.75 「リモコンを 
使いこなす」 

テレビの電源を入れる。 


©YAMAHA 


ビデオデッキの電源を入れる。 


テレビの入力を切り替える。 

例えば、本機の映像出力をテレビのビデオ入力1に接 
続したときは、ビデオ1にします。 


® VCR キーを押す。 

士*〒'ナ子 '、 w 


本機がビデオデッキを入力できるようになります。 

ビデオデッキを再生する。 


基本操作 
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基本操作 


TV ゲームで 遊ぶ 



TV ゲームの操作については、お使いになる機器の取扱説明書 
をご覧ください。 

㈣ァドバィス 

• 操作手順は 「再生機器を接続する」 (— P .20)、 「録音•録画機器、テ 
レビ(モニター)を接続する」 (— P .23) の接続例をもとに説明して 
います。 

! ) テレビの電源を入れる。 

^ TV ゲーム機の電源を入れる。 

3 テレビの入力を切り替える。 

^例えば、本機をテレビのビデオ入力1に接続したとき 
は、ビデオ1にします。 

A VIDEO 2キーを押す。 

^本機が TV ゲームを入力できるようになります。 


5 TV ゲーム機を再生する。 
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音場プ□グラム I 


㉞ oil 

HALL JAZZ ROCK ENTERTAIN 

CD a Q Q 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

1 Q Q CD Q 

CD :'DTS NIOHI hX'bii SI ヒ HtU 

a a a a _ 

~ AV 1 _ 

[<s/_ | [ is/i ■ | [cooesetJ 

REC 

[ O j I □1 I AUDIO j 
DISC SKIP 

r ^ i □□ i^i 

A/B/C/D/E 一 v PRESET ^ 

Q Q Q 

TITLE MENU 


RETURN'y^^'~ DISPLAY 
TV VOL VOLUME 

R S R 


DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 

MUTE INPUT — + 

O O 00 

©YAMAHA 


空間が持つ特有の音の響きのことを音場と言います。 

本機は、実測データを元に作成された Hi-Fi DSP 音場プ□グラ 
ム(音楽系ソース用)に加え、より幅広い表現力を持つ CINEMA 
DSP 音場プ□グラム(映像系ソース用)を内蔵しており、再生 
音に最適な効果を与えることができます。 

再生するときにお好みの音場プログラムを選ぶだけで、再生 
ソースの音声に迫力の臨場感や音場効果が加えられ、映画館 
やライブ会場さながらの音をお楽しみいただけます。各音場 
プ□グラムの特長については、「音場プログラムー覧」（― 
P .43) をご覧ください。 

AMP キーを 押す。 


j ) 音場プ□グラムキーを押してお好みの音場プ□クラ 
^ム選ぶ。 

プログラム名は、ディスプレイに表示されます。 


IcinemaSS VCR 臟 01 WDE02 DVD/cp i 麵 



■■ 

: s ..... ...... 

-::: B 回回 


■… 


: !：：：■ ~\ 网 ® 囫 


音場プ□グラム名 

3 サブプログラムを選ぶには、音場プログラムキーを繰 
ノり返し押す。 

音場プ□グラムキ_4と6〜8には複数のサブプログ 
ラムがあります。 

例 : MOVIE 2キーを繰り返し押すと、音場サブプ□グラ 
ム 「 Adventure 」 と 「 General 」 が交互に表示されます。 

1««» i C iNEMA5aa VCB 誦 1 画 2 咖娜 咖/叫 丽 iSrS?" 1 


㈣ァドバィス 

• 本体から選ぶには次のように操作します。 

1 DSP キーを押して、 DSP 選択モードを選ぶ。 

DSP キーを押すたびに、 DSP 選択モードと STEREO モードに 
切り替わります。 DSP 選択モードでは音場プログラム名が、 
STEREO モードでは 「 STEREO 」 がそれぞれ表示されます。 

2 VOLUME/SELECT つまみを回して、お好みの音場プ□グラ 
ムを選ぶ。 

DSP キーを押してから、5秒以内につまみを回してください。 

3 VOLUME/SELECT つまみを押す。 

VOLUME / SELECT つまみの機能が音量調節に戻ります。 


，ァドバィス 

• 音場プ□グラムはプログラム名にこだわらず、実際に聴いてみてお好みにあわせてお選びください。 

p 注意 

• 一部の音場プ□グラムでは入力信号の種類に適したデコーダーと音場サブプログラムが自動的に選ばれます。 

• 入カソースを切り替えると、そのソースに対して前回設定した音場プ□グラムが選ばれます。 

• 入カモードが AUTO に設定されているとき、ドルビーデジタル、 DTS または AAC 信号が入力されると、選んでいる音場 
プログラムによっては、入カソースに対応した音場サブプログラムに自動的に切り替わる場合があります。 

• 本機をスタンバイ状態にしたときの入カソースと音場プログラムは記憶されています。電源を入れると、自動的に前回 
の状態に戻ります。 


基本操作 






















基本操作 


FM / AM 放送を聴く 



放送局を選ぶ 


選局のしかたには、自動的に選局するオート選局と、手動で選 
局するマニュアル選局の2種類があります。電波の強い放送 
局を受信するときは、オート選局が速くて便利です。電波の 
弱い放送局は、マニュアル選局してください。 


TUNER VOLUME/SELECT 



ディスプレイ表示例 

プリセツト番号バンド 



プリセットコロン※ 周波数 

グループ 

※チューニング（選局）モードのときに消灯し、 


プリセット（登録/選局）モードのときに点灯 


d INPUT キーを 押す。 


VOLUME / SELECT つまみを回して、 ITUNERJ を 

'' ‘ j 選ぶ。 

rjj INPUT キーを押して、 FM または AM を選ぶ。 

^押すたびに FM (チューニングモード )— AM (チューニ 
ングモード)-*•(プリセツトモ _ ド)- ► FM (チューニン 
グモード)—.•.の順に切り替わります。 

㈣ ァドバィス 

• バンド表示の隣のコロン（： ） が消えていれば、チューニングモー 
ドです。コロン（： ） が消えていることを確認してください。 



コロン(:）が消えていること 


します。 


マニユ 


アル選局 


丁1^日闩(八1_1丁0/1\/1八1\1’1_)キーを約1秒押し 
^て、ディスプレイの AUTO 表示を消す。 


ォ-卜選局 

® TUNER ( AUTO / MAN ’ L ) キーを約1秒押し 
て、デイスプレイに AUTO 表示を点灯させる。 



q ) VOLUME / SELECT つまみを回して、受信し 
^たい放送局を選ぶ。 

高い周波数の放送局を探すときは右に、低い周 
波数の放送局を探すときは左に回します。 
放送局を受信すると、ディスプレイに丁 UNED 
表示が点灯し、周波数が表示されます。 


q VOLUME / SELECT つまみを回して、受信し 
^たい放送局を選ぶ。 

高い周波数の放送局を探すときは右に、低い周 
波数の放送局を探すときは左に回します。左右 
どちらかにつまみを回すと、自動的にチューニ 
ングを開始します。 

放送局を受信すると、ディスプレイに TUNED 
表示が点灯し、周波数が表示されます。 


㈣ ァドパィス 

• 電波が弱くてお聴きになりたい放送局が選局できない時は、手動で選局してください(マニュアル選局)。 
• マニュアル選局で FM ステレオ放送を受信するとモノラル受信になりますが、雑音を軽減できます。 
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FM 放送局を自動登録する(オートプリセツト） 


VOLUME/SELECT 



FM 放送局を自動的に40局 (8 局 X 5 グループ)まで登録(プリ 
セット)できます。放送局を登録しておくと、あとは簡単なキ_ 
操作で選局することができて便利です。 

「放送局を選ぶ」 (— P .38) の手順を行い、 
FM チューニングモードを選ぶ。 

, 2 ) VOLUME / SELECT つまみを約フ〜8秒押し続け 

プリセット番号と MEMORY 表示、 AUT 0 表示が点滅 
し、表示されている周波数からオートプリセツトが開 
始されます。 


点滅 点滅 

プリセツト番号 ( A 1 〜 E 8) に放送局が登録されます。 


P 注意 


新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は消え、新しい放送局に入れ替わります。 

オートプリセツトでは、電波の強い FM 放送局だけが登録されます。電波の弱い FM 放送局を登録したいときは、手動で登 
録してください(次ページ)。 


基本操作 
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基本操作 


手動で登録する(マニュアルプリセツト) 


VOLUME/SELECT 



放送局40局までを手動で登録することもできます。 

«,') プリセツトしたい放送局を選局する。 

^詳しくは 「放送局を選ぶ」卜 P .38) をご覧ください。 

(2) VOLUME / SELECT つまみを約3~4秒押す。 

^放送局が登録できる状態になります。ディスプレイの 
MEMORY 表示が約5秒間点滅します。 

■注意 

• VOLUME / SELECT つまみは6秒以上押さないでください 。 FM 
を選んでいるときは、オートプ Li セツトが開始されてしまいます。 

3 MEMORY 表示が点滅している間に VOLUME / 
^ SELECT つまみを回して、プリセツトグループとプ 
リセット番号 ( A 1~ E 8) を選ぶ。 



プリセツトグループ/番号 点滅 


® VOLUME / SELECT つまみを押す。 

選んだプリセツトグループ、プリセツト番号と放送パ 
ンド （「 FM 」 または 「 AM 」）、 周波数が登録されます。 



C 3 に登録された局を示しています。 


q 他の放送局を続けて登録するときは、手順①〜少を 
繰り返す。 


A •注意 

• AM 放送局は自動登録ができません。手動で登録してください。 

• 新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は消え、新しい放送局に入れ替わります。 

• 新しい放送局を登録すると、放送局の周波数と受信モード(ステレオ/モノラル)も同時に登録されます。 
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映像をバックに FM / AM 放送を聴く（バックグラウンドビデオ機能） 



f TV VOL 1 VOLUME 


バックグランドビデオ機能とは、ビデオ系ソースの映像と、 
FM / AM ラジオの音声を組みあわせて楽しむ機能です(例え 
ば、ビデオを観ながらクラシック音楽を楽しむことができま 
す)。 

ビデオ系ソースを選んだ後、 U モコンの TUNER キーを押 
す。 


HJJi _ ) I _ ) 

DVD/CD VCR VIDE0 1 

I コ□口 - 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

O 口 

1- + ハ - 


ソースを 選ぶ 


TUNER 


0YAMAHA 


プリセツト番号を選ぶだけで、登録した放送局を選局できま 
す。 



プリセツト番号 


A/B/C/D/E 


HALL JAZZ ROCK ENTERTAInI 

m Q Q Q 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 I 

|Q Q Q CD J 

CD/DTS NIGHT EX/ES STEREO I 

a B a a I 

f TV AV 1 _ 

[I «!>/l I [^0/1 j | I CODE SET I | 

REC 

I O | I 1=1 | I AUDIO I 

DISC SKIP 

i 《 i l^j r^i 

A/BC/D/E y PRESET /V 

-—5*j ij^J -- 

TITLE I MENU I 


RETURN'y^^'~ DISPLAY 
TV VOL VOLUME 

R S R 


PRESET /\ 
PRESET V 


TUNER キーを押す。 


A / B / C / D / E キーを繰り返し押して、放送局をプリ 
セツトしたグループを表示させる。 

プリセ2トグループ A 、 B 、 C 、 D または E がディスプレ 
イに表示されます。 

PRESET 八または v キーを押して、プリセツト番 
号を選ぶ。 

プリセツトグループとプリセツト番号が、放送パンド 
(「 FM 」 または 「 AM 」） と周波数とともにディスプレイ 
に表示され、 TUNE □表示が点灯します。 


DVD/CD VCR VIDE0 1 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

口 r ~ •: : ~~ : 

1° Q M q 9 chQ 

®YAMAHA 


TUNER 


プリセツト番号キーを押しても選べます。 

㈣ァドバィス 

• 本体から選局するには次のように操作します。 

1「放送局を選ぶ」 (—P.38) の手順®〜®を行う。 

2 INPUT キーを押して、プリセツトモードを選ぶ。 

バンド表示の隣にコロン(:)が点灯していることを確認してく 
ださい。 

3 TUNER キーを 押す。 

VOLUME / SELECT つまみの機能が選局モードになります。 

4 VOLUME/SELECT つまみを回して、登録してある放送局を 
選ぶ。 


基本操作 
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基本操作 


外部機器で録音•録画する _ 

録音レベルの調節や操作は、それぞれの録音機器で行います。お使いの機器の取 
扱説明書をご覧ください。 



A 本機と本機に接続しているすべての機器の重源を入 

のれる。 

録音 • 録画機器の電源が切れていると、本機の音が歪 
むことがあります。 

入力選択キーを押して、録音•録画したい入カソース 
“を選ぶ。 

® ソースを 再生する。 

AM / FM 放送の番組を録音したいときは、放送局を選 
局します。 

4 録音•録画を開始する。 


■注意 

• 録音•録画する細こ、あらかじめ「試し録音」「試し録画」を行ってください。 

• 本機をスタンパイ状態にすると、接続した機器間で録音•録画することはできません。 

• 録音中に音量や音質を調整したり、音場プログラムを変更したりしても、録音される音声には影響しません。 

• デジタル音声端子から入力した信号を録音することはできません。再生機器をアナログ音声端子に接続し、録音してく 
ださい。 

• VCR IN 端子から入力した信号は VCR OUT 端子から出力されません。 

• あなたが録音したものは個人で楽しむ場合以外は、著作権者に無断で使用することはできません。 

• コピーガードのかかった映像系ソースを再生すると、コピーガード信号により映像に乱れが生じます。 
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音場プログラム 


音場プログラムー覧 


Hi-Fi DSP ■ 


〇 

HALL JAZZ ROCK ENTERTAIN ill 

CD Q CD Q l| 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

Q CD Q Q 

I m/DTS NIGHT EX/ES STEREO 

J I I CODE SET j 


ぬ 


ストレート 
デコード 




〇 


HALL JAZZ ROCK ENTERTAIf 

[jJ LU Li _ 「 4 ) 


MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

□J CD S Q 

II/DTS f NIGHT EX/ES STEREO 


II m/DTS I NIGHT EX/ES _ 

— ■ 4r W9 i 1123 Q H 

I ! ^O/l J | <1>/I ] | [cODES€tJ 


CINEMA 

DSP 


本機搭載の音場プログラム 

音場プログラム 

音楽系ソースに最適な音場効果を加えて再生します。 CD など 
の2チヤンネルソースに適しています。 — P .43「 Hi-Fi DSP 
(音楽のための音場プログラム)」 

CINEMADSP 音場プ□グラム 

映像系ソースに最適な音場効果を加えて再生します。 DVD な 
どの多チヤンネルソースはもとより、ビデオテープなどの2 
チヤンネルソースでち音場効果を楽しめるプ□グラムが用意 
されています。 — P .44 「CINEMA DSP (0 央画やビデオのため 
の音場プログラム)」 

ストレートデコード音場プ□グラム 

ドルビーデジタル、ドルビープ□□ジッタ、 DTS 、 AAC などの 
ソースに音場効果を加えず、そのまま再生します。（サブプロ 
グラムの 「 Enhanced 」 を除く） — P .45 「ストレート デコード 
( DSP 音場効果なしで聴く）」 


C 


Hi-Fi DSP (音楽のための音場プ□グラム） 


HALL ENTERTAIN 

音場プ□グラムキー め〜区] (Disco 6 ch Stereo ) に 
は音楽向けの Hi-Fi DSP 音場プ□グラムが用意されています。 


Hi-Fi DSP 音場プ□グラム 


ソースの タイプ 

音場プ□グラムキー 

プ□グラム 

サブプログラム 

特長 


HALL 

CONCERT 

ホール • 

" 

円形ホールをイメージさせる広大な音場で、全 
周囲に反射音が拡がり、サラウンド感が強く、 
豊麗な響きが特長です。 

CD などの 
音楽系 ソース 

JAZZ 

Q 

JAZZ CLUB 


ニューヨークで話題のライブ八ウス「ザ•ボトム 
ライン」のステージ正面の音場です。フロアは 
300 席ある左右に幅広い客席で占められ、リ 
アルでライブな音場です。 

ROCK 

Q 

ROCK 

CONCERT 


□サンゼルスにあるロック系ライブ八ウスで、 
客席は最高時で約 460 程です。左後方に強い 
反射音がありますので、左後方が太ぎめに聞こ 
えます。 


ENTERTAIN 

ENTERTAINMENT 

ディスコ 

Disco 

ディスコミュージッタに包まれる、乗りの良い 
音場空間を演出するプ□グラムです。 


Q 


チヤン： ig レ ステレオ 

6 ch Stereo 

後方からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめ 
る効果が特長のホームノ くーティーを演出する音 
場プログラムです。 


音場プ□クラム 
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音場プログラム 



CINEMA DSP (0 央画やビデオのための音場プログラム） 


音場プログラムキ ー Q ( Game ) 〜 m にはビデオテー 
フなどの 2 チャンネルソースに最適な音場プ □グラムが用意 

J れてし '' ます。 MOVIE 1 H/DTS 

音場プ□グラムキー d ] 〜 d ] ( Enhanced ) には DVD など 
の多チャンネルソースに最適な音場プ□グラムが用意されて 
います。 


CINEMA DSP 音場プログラム 


ソースの タイプ 

音場プログラムキー 

プ□グラム 

サブプログラム 

特長 


ENTERTAIN 

a 

ENTERTAINMENT 

ゲーム 

Game 

ゲームサウンドにビビッドな奥行きとサラウン 
ド感を与えるプログラムです。音源がモノラル 
でもステレオでも有効で、迫力のある TV ゲー 
ムが楽しめます。 

ビデオテープ 

MUSIC 

s 

ミュージック ビデオ 

MUSIC VIDEO 


□ック、ジャズ等のライブコンサート会場のイ 
メージです。サラウンド音場に広いホールの 
データを使用しているため、間接音成分が豊か 
に回り込み、スクリーン周囲への映像空間、音 
場空間がいっぱいに拡がり、熱狂的な雰囲気に 
ひたれます。 EX / ES デコーダー動作時は、サ 
ラウンドノ（ック音源とサラウンドノ（ック音場が 
加わります。 

などの2チヤ 
ンネルソース 


tv thIater 

モノラル ムービー 

Mono Movie 

往年のモノラ j レ映画の雰囲気を臨場感たっぶり 
に再現するモノラルソース用のプログラムで 
す。オペラ八ウス系の音場をベースに、適度な 
音場処理を加えています。 


TV THTR 

S 


バラエティー 

Variety / 

Sports 

プレゼンス音場は狭めてあるが、サラウンド音 
場にはコンサートホールのデータを使用してお 
り、様々なバラエティや中継番組に、適用範囲 
の広い音場効果を再現します。スポーツ中継の 
ステレオ放送では、解説者は中央に定位し、歓 
声や場内の雰囲気は周囲へと拡がります。後方 
回り込みは適度に抑えてあるので、長時間使用 
しても違和感がありません。 EX / ES デコー 
ダー動作時は、サラウンドバック音源とサラウ 
ンドバック音場が加わります。 


MOVIE 1 

ムービー 

MOVIE 

THEATER 1 

スペクタクル 

Spectacle 

映画のワンシーンに飛び込んだような、超ワイ 
ドな空間がイメージできる音場です。手に汗握 
るパニックシーンなどビジュアルインパクトの 
強い作品に最適です。 



サイフアイ 

Sci-Fi 

セリフと音楽、効果音をクールに描き分け、静 
けさの中に広大なシネマ音場を演出します。シ 
リアスでス1リ_性の高い SFX 映画に特に適 
しています。 

DVD などの多 
チヤンネル 
ソース 

MOVIE 2 

Q 

ムービー 

MOVIE 

THEATER 2 

アドベンチヤー 

Adventure 

セリフの定位や映像に対する立体的な音場表現 
力に優れたモードです。アクション映画などに 
おける最新のサウンドデザインを忠実に再現し 
ます。 


ジェネラル 

General 

響きを抑えた明瞭なセリフ、画面の周囲と奥に 
広がる立体的な音場と柔らかな響きが特長で 
す。ラブストーリーやコメディーなど、人の心 
の動きを描写する作品に適しています。 



DOLBY DIGITAL 

エン八ンスト 

Enhanced 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC のサラウン 
ド信号に DSP の音場効果を与えます。 


m/DTS 

s 

デイーテイーエス 

DTS 

エン八ンスト 

Enhanced 


エーエーシー 

AAC 

エンハンスト 

Enhanced 




PRO LOGIC 

エン八ンスト 

Enhanced 
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音場プ□クラム 


45 




音場プログラム 



入力信号別音場プログラム名一 



MOVIE 1 m/DTS 

音場プ□グラムキー ra 〜 m を選ぶと、本機に入力されている信号に最 
適なデコーダーが自動的に選ばれ、サブプ□グラム名が変わります。 


プ□グラム キー 

プログラム 

アナログ、 PCM 、 
ドルビーデジタル (2 ch )、 
DTS (2 ch )、 AAC (2 ch ) 
入力のとぎのサブプログラム 

ドルビーデジタル 
入力のときの 
サブプログラム 

DTS 入力のときの 
サブプログラム 

AAC 入力のときの 
サブプログラム 

MOVIE 1 

MOVIE 
THEATER 1 

Spectacle 

Spectacle 

Spectacle EX* 1 

Spectacle 

Spectacle ES* 2 

Spectacle 

Spectacle EX* 1 

Sci-Fi 

Sci-Fi 

Sci-Fi EX* 1 

Sci-Fi 

Sci-Fi ES* 2 

Sci-Fi 

Sci-Fi EX* 1 

MOVIE 2 

m 

MOVIE 
THEATER 2 

Adventure 

Adventure 

Adventure EX* 1 

Adventure 

Adventure ES* 2 

Adventure 

Adventure EX* 1 

General 

General 

General EX* 1 

General 

General ES* 2 

General 

General EX* 1 

m/DTS 

s 

DOLBY 

DIGITAL / 

DTS / 

AAC / 

PRO LOGIC 

PRO LOGIC 

PRO LOGIC II Movie 

PRO LOGIC II Music 

PRO LOGIC II Game 

PRO LOGIC IIx Movie 

PRO LOGIC IIx Music 

PRO LOGIC IIx Game 

DTS Neo:6 Cinema 

DTS Neo:6 Music 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY DIGITAL 

EX* 1 

Dolby Digital+PL IIx 
Music* 5 

DTS 

DTS ES Mtrx 6.1 * 4 

DTS ES Dscrt 6.1 * 3 

AAC 

AAC+DOL 巳丫 EX* 1 

PRO LOGIC 

Enhanced 

DOLBY DIGITAL 
Enhanced 

DOLBY EX 

Enhanced* 1 

Dolby Digital+PL IIx 
Music Enhanced* 5 

DTS Enhanced 

DTS ES Mtrx 6.1 * 4 
Enhanced 

DTS ES Dscrt 6.1 * 3 
Enhanced 

AAC Enhanced 

AAC+DOLBY EX 
Enhanced* 1 


リモコンの EX/ES キーで デコーダーを選ぶと 5.1 チヤンネ 
ルのソースを 6. 1チヤンネルで再生できます。この場合もサ 
ブプログラム名にデコーダー名が付きます。 EX/ES キー につ 

いては「6.1チヤンネルの音場を楽しむ （ EX/ES キー)」（— 
P .50) をご覧ください。 

ゎドルビーデジタル EX デコーダー動作時 ( E 33 点灯時） 

*2 DTS-ES ディスクリートまたはマトリクスデコーダー動作時 
(ES DISCRETE または ES MATRIX 表示点灯時） 

*3 DTS-ES ディスクリートデコーダー動作時 (ES DISCRETE 表 
示点灯時） 

DTS-ES マトリクスデコーダー動作時 (ES MATRIX 表示点灯 
時） 

* 5 ドルビープロロジック IIx デコーダー (Music モード）動作時 

(0 EEI 3 点灯時） 


_注意 

• AAC の 2 チヤンネルステレオ信号は、 PRO LOGICIIx と DTS Neo:6 デコーダーでは再生できません。 

• DTS の 2 チャンネルステレオ信号は、 PRO LOGICIIx デコーダーでは再生できません。 
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音場プログラム 



サラウンド音場 


MOVIE THEATER 


マトリクス処理を行わなし )70 mm フィルムの6チヤンネル 
マルチトラックで得られるような明瞭な音源の定位と豊かな 
拡がりを、ダビングステージ(映画の音声を編集するための編 
集スタジオ）のクオリティと理想的な音場で楽しめるのが 
MOVIE THEATER 70 mm プログラムです。最新の映画館用 
デジタルサラウンドシステムであるドルビーデジタル 、 DTS 
(デジタルシアターシステムズ)や AAC のサウンドをそのま 
ま家庭でも楽しめるように開発されたのがドルビーデジタル 
デコーダー、 DTS デコ_ダ_および AAC デコーダーです。本 
機の MOVIE THEATER プログラムでは、映画館用にデザイ 
ンされたドルビーデジタル、 DTS や AAC サウンドを家庭用の 
スピーカーシステムで、家庭のスペースで再生しても、臨場感 
あふれるスケールの大きな音場をお楽しみいただけます。 


プレゼンス音場 


L サラウンド音場 R サラウンド音場 


プレゼンス音場 


Q ^ 





サラウンド音場 



[ドルビーデジタル、 dts 、 aac ]+[ dsp 音場効果] 


ドルビーデジタルや DTS 、 AAC のフロント、 L サラウンド 、 R 
サラウンド信号に独立したヤマノ V 3 音場 DSP 処理を施しま 
す。これにより、チヤンネルセパレーシヨンの良さなどを犠牲 
にすることなく、雄大な音場表現や包囲感の優れたサラウン 
ド再生が可能になり、最新のデジタ)レサラウンド映画館のよ 
うな臨場感が再現できます。 


[ ドルビーデジタル EX、DTS-ES、AAC ドルビー 
EX] + [DSP 音場効果] 


サラウンドパックスピーカーから再現されたサラウンドパッ 
ク音場が加わり、より雄大な音場空間を再現します。 


[ドルビープ□□ジッタ] + [DSP 音場効果] 


通常、ビデオテープなどの市販の映画ソフトは、ドルビーサラ 
ウンドのマトリクス技術によって4チャンネル ( L / C / R / 
S ) の音声情報がエンコード処理され、し R に収められていま 
す。それをデコード(復元)するのがドルビープ□ロジックデ 
コーダーです 。 MOVIE THEATER プログラムは、エンコード • 
デコード処理によつて失われがちな拡がり感や微妙な音の 
ニュアンスまでも再現しようというものです。 



雄大な音場空間を表現でき、サラウンド音に広がりを持たせ 
ることで包囲感が表現できます。また、フロントにも奥行きが 
出て、ドルビーステレオ映画館のような臨場感が再現できま 
す。 


ドルビープ□□ジツクII/ドルビープ□ロジツク IIx/ 
□TS Neo:6 


ドルビープ□ロジック II 、ド J レビープ□ロジック IIx や DTS 
Neo :6 デコーダーは2チヤンネルを5または6チヤンネルに 
デコードします。映画用の Movie / Cinema 、 2チヤンネル 
オーディオソース用の Music 、 ゲーム用の Game の3種類の 
モードがあります。 
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(PRO LOGIC) 


音が出るスピーカーと出ないスピーカーを次のように示します。 
守 

□ 音が出ているスピーカー 
□ 音の出ていないスピーカー 


入力信号の種類によつて、下図で示されたスピーカーから音 
声が出力されます。 

2 チヤンネル音声 5 . 1 / 6. 1 チヤンネル音声 5 . 1 / 6. 1 チヤンネル音声 

(ステレオ） （ Ena または （ isna または 

ES DISCRETE/MATRIX ES DISCRETE/MATRIX 
_表示消灯時）_表示点灯時）_ 

0 0 0 

ゞ も 

マ、 分 

E 1!51 







ill 


S 

s @ @ 
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l 0 l 


0 0 0 


□ 0 0 

公 も 

分^? 

S 0 @ 



_ 注意 

• 再生するソースに含まれている信号成分によっては、スピーカーから音が出なかったり、小さい音しか出ない場合もあ 
ります。映画の効果音など、シーンに合せて部分的にしか使用されないチヤンネルもあります。 


音場プ□グラム 


入力信号と再生スピーカー対応表 



0在@ 

回 0) 

IE 公 _^ 



0 S 
回 >)) 60 

00 



0在@ 

回0 ) i @ 

0公0 


0 0 
回0 ) i @ 
00 















応用操作 




そのほかの再生のしかた 


スピーカーの数にあわせた音場やステレオ再生を楽しんだり、夜などの静かな 
時間でも迫力のある音場プ□グラムで楽しんだり、本機のいろいろな機能をお 
楽しみください。 


スピーカーの数にあわせた音場を楽しんだ 
り、ステレオ再生を楽しみたい 

• サラウンドスピーカーなしで音場プ□グラムを楽 
しむ(パーチャルシネマ DSP ) — P .49 

• 6.1 チャンネルの音場を楽しむ田父だ3キ_)— 
P .50 

• 2チャンネルソースを多チャンネルで楽しむ 
(PRO LOGIC、PRO LOGIC II / IIx、DTS Neo : 
6)- P .52 

• CD などのステレオ再生 (2 チャンネル)を楽しむ 
- P .53 


夜などの静かな時間でも音場プログラムを 
楽しみたい 

• へッドホンで音場プ□グラムを楽しむ(サイレン 
トシアター）- P .54 

• 小さな音量でも音場プ□グラムを楽しむ(ナイト 
リスニングモード）- P .55 
• —定時間後に自動的に電源を切る(スリープタイ 
マー）— P .56 



サラウンドスピーカーなしで音場プ□グラムを楽しむ(パーチヤルシネマ DSP ) 



㈣ ァドバィス 

• バーチャルシネマ DSP にすると、 V 旧 TUAL 表示が点灯します。 

_注意 

• 以下の場合は、 SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 「Surround L / R 」 が None に設定されていても、バーチャルシネ 
マ DSP にはなりません。 

- 6 ch Stereo や PRO LOGIC , DOLBY DIGITAL 、 DTS 、 AAC、PRO LOGIC II 、 PRO LOGIC IIx 、 Neo :6 音場プロ 
グラムを選んでいる。 

-ステレオ音声 （「 STEREO 」 がディスプレイに表示されている）で再生している。 

-サンプリング周波数 48 kHz を超えるデジタル音声が入力されている。 

-へッドホンを接続している。 


音場プログラム ' 


㉞ 〇 
HALL JAZZ ROCK ENTERTAIN 

m q q m 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

CD Q Q Q 

m /DTS I NILiMI b I bHbU 



3] 

1 amp 1 

Jo- 

^1 


DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 

MUTE INPUT — + 

O O 00 

TV MODE 

0YAMAHA 


入カソースの音声はバーチャルシネマ DSP で音場処理され、 
選んだ音場プ□グラムでフロント L / R スピーカー、センター 
スピーカーおよびサブウーファーから音声が再生されます。 

1 ) ソースを再生す る。 

2 AMP キーを押す。 

3 音場プログラムを選ぶ。 

® SOUND メニューの 「Speaker SetJ で 「Surround 
L / RJ を None に設定する。 — P .59 「音声出力を設定す 
る一 SOUND menu (音声設定)」 


応用操作 


■ 
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応用操作 


• 6.1 チャンネルの音場を楽しむ ( EX / ES キー) 



EX/ES 




AMP 


真正面から真後ろに音が抜けていく移動表現を、サラウンド 
バックチヤンネルの音によってリアルに感じられるのが 6.1 
チャンネル音声の大きな特長です。 


本機にドルビーデジタルサラウンド EX や DTS - ES 、 または 
AAC の 6.1 チャンネル音声を入力すると、最適なデコーダー 
と音場プ□グラムが自動的に選ばれるので、なにも操作しな 
くても 6. 1チャンネル音声をお楽しみいただけます。 

さらに 5. 1チヤンネルのソースでも、 EX/ES キーで PL IIx 
Music または EX / ES デコーダーを選ぶとサラウンド L/R 
チヤンネ)レからサラウンドバックチヤンネ)レの音声が作り出 
され、 6.1 チャンネル音声でお楽しみいただけます。 


1 AMP キーを 押す。 


, EX/ES キーを 押して、 AUTO または デコーダーを 選 

iSiio 

EX / ES キーを押すたびに、以下のように切り替わります。 
AUTO - ►デコーダー * (PL IIx Music 、 EX / ES )- OFF - 
AUTO -... 

* 「デコーダー」という文字は、本機ディスプレイに実 
際には表示されません。 

AUTO : ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC にかかわ 

らず、 6.1 チヤンネルのソースを再生す 
るときに選びます。 

再生ソースの入力信号によって、最適な 
デコーダーが自動的に働き、サラウンド 
パックスピーカーからサラウンドパッ 
クチヤンネルの音声が出ます。 

デコーダー： 5. 1チヤンネルソースを 6.1 チヤンネル 
ソースで楽しむときに選びます。 

手順 d で PL IIx Music または EX/ES 
デコーダーから お好みの デコーダーを 
指定してください。 

OFF : ドルビーデジタル対応 EX や DTS - ES デ 

コーダーは働きません。音声は 5. 1チヤ 
ンネ) レで再生され、サラウンドパックス 
ピーカーからは音が出ません。 
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㈣ ァドバィス 

• DTS - ES デコーダー(ディスクリート)で再生しているときは、ディスプレイの ES DISCRETE 表示が点灯します。 

• ドルビーデジタル対応 EX デコーダー(マトリクス)で再生しているときは、ディスプレイの ES MATRIX 表示(入カソー 
スが DTS のとき)または IE _ (入カソースがドルビーデジタルまたは AAC のとき)が点灯します。 

• ロロ / DTS キーで 「PRO LOGIC IIx 」 または 「DTS Neo :6」 を選ぶと、2チヤンネルソースを 6. 1チヤンネルで再生できま 

す。— P _52「2 チヤンネルソースを多チヤンネルで楽しむ (PRO LOGIC.PRO LOGIC II / IIx.DTS Neo :6 )J 

p 注意 

• 6.1 チヤンネルソースでも、本機が自動的に認識できる信号(フラグ)が含まれていない、またはフラグが記録されてい 
ないものがあります。 「 AUTO 」 の設定でこのようなソースを再生すると 「 AUTO :- --」と表示され、 6. 1チヤンネルで再 
生されません。 6. 1チヤンネ j レで再生するには、 EX / ES キーを押して「デコーダー」を選び、 <] また>キーを押してお好 
みのデコーダーを選んでください。 

• 以下の場合は、 EX / ES キーを押しても、 6.1 チヤンネルで再生されません。 

— SOUND メニユーの 「Speaker Set 」 の 「Surround L / R 」 が None に設定されている。 

-ステレオ音声 （「 STEREO 」 がディスプレイに表示されている）で再生している。 

-音場プログラム 「6 ch Stereo 」 を選んでいる。 

-へツドホンを接続している。 

• 本機をスタンバイ状態にすると、モードは 「 AUTO 」 にリセットされます。 


( ^ 手順®で デコーダーを選んだときは、 <] または> 
^キーを押してお好みのデコーダーモードを選ぶ。 

PL IIx Music :5.1 チヤンネルのドルビーデジタルを 
プ□ロジック IIx デコーダーで再生す 
るときに選びます。サラウンドバック 
チヤンネ j レの音声が加わり、6 . 1チヤ 
ンネルで再生されます。 

EX / ES : 5.1 チヤンネルのドルビーデジタルま 

たは AAC ソースをドルビーデジタル 
対応 EX デコーダーで 再生するとき、 
または 5. 1 チヤンネルの DTS ソース 
を DTS-ES デコーダーで 再生すると 
きに選びます。サラウンドバックス 
ピーカーから サラウンドバックチヤ 
ンネルの音声が出ます。 

P 注意 

• 再生するソフトの方式によっては、選べないデコーダーがありま 
す。またソフトの方式にかかわらず、 PL IIx Movie と PL IIx 
Game は選べません。 






応用操作 



2 チヤンネルソースを多チヤンネルで楽しむ (PRO L0GIC 、 PR0 LOGIC n/Ex.DTS Neo:6) 



□□/DTS キーで PRO LOGIC、PRO LOGIC II、 PRO LOGIC 
IIx または DTS Neo:6 を選ぶと、 2 チヤンネルソースを多チヤ 
ンネル化してお楽しみいただけます。 

2チヤンネル ソースを 再生する。 


2 AMP キーを 押す。 


■3 ロロ /DTS キーを繰り返し押して、デコーダーおよびサ 
ププログラムを選ぶ。 


1»1• 面 : J_ 



VCR VIDE0 1 VIDEO 2 DTV/CBL DVD/CD| TUNER 


VOLUME 



ロ ロ /DTS キーを押すたびに、以下のように切り替わり 
ます。 


PRO LOGIC-PRO LOGIC ENHANCED—PRO 
LOGIC II/IIx* Movie—PRO LOGIC II/IIx* Music 
— PRO LOGIC II/IIx* Game—DTS Neo:6 
Cinema-^DTS Neo:6 Music—PR 〇 LOGIC—.•• 

*「PL II/PL IIx 」 パラメーター (—P.69) の設定に 
より、 PRO LOGIC II または PRO LOGIC IIx のど 
ちらかが表示されます。 

再生するソースにあわせて選んでください。 

映画用： PRO LOGIC II/IIx Movie、Neo:6 Cinema 
音楽用： PRO LOGIC II/IIx Music'Neo:6 Music 


，^注意 

• 2 チャンネル音声以外の信号は 、 PRO LOGIC、PRO LOGIC II と DTS Neo :6 デコーダーでは再生できません。 

• AAC の2チャンネルステレオ信号は PRO LOGIC IIx と DTS Neo :6 デコーダーでは再生できません。 

• 以下の場合 、 「PL II/PL IIx 」 パラメーターを PRO LOGIC IIx に設定していても PRO LOGIC II が選ばれます。 

一巳 ASIC メニューの 「Speaker Set Up 」 の 「Speaker Num 」 で6 speaker 以外を選んでいる 0 
— SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 「 Surround 巳 ack 」 が None に設定されている。 

—へッドホンを接続している。 

• モノラルソースを PRO LOGIC、PRO LOGIC Enhanced、PRO LOGIC II/IIx Movie、PRO LOGIC II/IIx Game 
や Neo :6 Cinema 音場で再生すると、センタースピーカーからのみ音が出ます。フロントスピーカーやサラウンドスピー 
力一からは音は出ません。ただし、 SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 「 Center 」 が None に設定されているときは、 
センターチヤンネルの音声はフロントスピーカーから出力されます。 
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retuhn\^^' - 

TV VOL VOLUME 

msm 


DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 

MUTE INPUT — + 

O O O ch O 


CD などの 2 チヤンネルソースをオリジナルのまま再生でき 
ます。 


STANDBY/ON SLEEP 

㉞ 〇 

HALL JAZZ ROCK ENTERTAIN 

□J Q Q Q 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

Q CD Q Q 

m/DTS NIGHT EX/ES STERfO 

CD d£j l^j 

f TV AV j EFFECT _ 

丨「 0/1 | [ 0/1 I pODESErl 

REC 

[ O | I 1=1 j [AUDIO ■ 
DISC SKIP 

[^] L^J L^J 


STEREO/ 

EFFECT 


へ )ソースを 再生する。 
f 2) amp キーを 押す。 


STEREO/EFFECT キーを押して 、 「STEREOJ を 
表示させる。 

音場効果がオフになり、フロント L/R スピーカーだけ 
を使って再生します。 STEREO/EFFECT キーをもう 
1 度押すと、音場効果がオンになります。 


€)YAMAHA 


㈣ ァドバィス 

• 本体の DSP キーを押してもステレオ音声で再生することができます。 DSP キーを押してディスプレイに 「 STEREO 」 を 
表示させてください。 

ド注意 

• 音場効果がオフの状態のときにドルビーデジタルや DTS 、 AAC 音声を再生すると、 LFE を除くすべてのチャンネルの音 
声がフロント L / R チャンネルにミックスされて出力されます。この場合、フロント L / R チャンネルの音量バランスが 
乱れることがあります。 

• 音場効果をオフにすると、センター、サラウンド L / R 、 サラウンドバックスピーカーから音は出ません。 

• 音場効果をオフにしたり、 SOUND メニューの 「Dynamic Range 」 を MIN に設定すると、音量が極端に下がることがあ 
ります。このような場合は音場効果をオンにしてください。 

• SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 「 Front 」 を Small かつ 「 LFE/Bass Out 」 を SWFR または Both に設定している 
場合は、サブウーファーから低音域が出力されます。 


応用操作 


■ 
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応用操作 



へッドホンで音場プログラムを楽しむ(「サイレントシアター」) 


へツ ドホン端子 



へッドホンを本機の〇へッドホン端子に接続すると、マル 
チスピーカーによる音場プ□グラムをヘッドホンで擬似的に 
再現する「サイレントシアター」で音声を楽しめます。 

) へッドホンを本機の〇へッドホン端子に接続する。 

^ディスプレイに〇表示が点灯します。 

dk ソースを再生する。 


^ AMP キーを 押す。 



HALL JAZZ ROCK ENTERTAIh 

Q Q Q 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 



DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 

MUTE INPUT — + 

O O O ch O 

_TV MODE _ 


(4 X ) 音場プログラムを選ぶ。 

^ディスプレイに 「 SILEN 丁丁 HEATER 」 表示が点灯し 
9 〇 


¢1 アドバィス 

• 音場効果がオフのときは通常のステレオ再生になります。 

• LFE チャンネル音声は他のチャンネル音声とミックスされます。 

• へッドホンを接続すると、音場効果のオン/オフにかかわらずどのスピーカーからも音は出ません。 

^•注意 

• サンプリング周波数 48 kHz を超えるデジタル音声が入力されているときは、「サイレントシアター」になりません。 
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大きな効果音を抑え、セリフなどははっきりと聞こえるよう 
に再生できます。夜間など小音量で再生するときも音場プロ 



応用操作 
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応用操作 


• -定時間後に自動的に電源を切る（スリープタイマー) 



HALL JAZZ ROCK ENTERTAIN 

Q Q Q 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

Q CD Q Q 

m/DTS NIGHT EX/ES STEREO 

Q Q Q (^)_ 



〔 □ | I AUDIoj 

tu E ] 

/VB/C/D/E v PRESET A_ 

Q Q Q 

Oil 

\ SET MENU 



DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 


MUTE INPUT — + 

O O O ch O 




®YAMAHA 


SLEEP 


設定した時間が経過すると、本機が自動的にスタンノ (イ状態 
になるように設定できます。お気に入りのソースを楽しみな 
がらおやすみになりたいときに便利です。 


ソースを 再生する。 


SLEEP キーを繰り返し押して、スタン V \：イ状態にな 
るまでの時間を選ぶ。 

ディスプレイ表示が次のように切り替わります。選ん 
でいる間は SLEEP 表示が点滅します。 

㈤ in = 分） 

I-> SLEEP 120 min SLEEP 90min - 1 


- SLEEP OFF 卜 SLEEP 30min <- SLEEP 60min . 


点滅 



VCR VIDE0 1 VIDEOS DTV/CBL DVD/CDI TUNER !!!!!!!! — \ 1 

HiFi DSP - ' VOLUME ( SLHP 1 

■■_■■■■ i h 

P 1? !： ：： ! ! ：■= - 

: B 回 

お好みの時間が表示されたら押すのをやめます。 
SLEEP 表示が点灯に変わり音場プログラム表示に切 
り替わるとスリープタイマーの時間設定が完了しま 

す。 


点灯 

丄 


VCR VIDE01 VIDEOS DTV/CBL DVD/C 
HiFi DSP 

切麵 羅： ra 


! ：!!! ■■!! : ! ■■■ !：： ! 

■■ 0 回 


スリーブタイマーを解除する 


「SLEEP OFF 」 が表示されるまで、 SLEEP キーを繰り返し 
押す。 

しばらくすると 「SLEEP OFF 」 は消え、 SLEEP 表示も消え 
ます。ディスプレイは音場プログラム表示に戻ります。 


n ァドバィス 

• 本機に接続した機器の電源を本機のスリープタイマーで切ることはできません。再生する機器にスリープタイマー機能 
がある場合は、その機器側でちスリープタイマーを設定してください。 

• タイマー再生したいときは、接続している機器のタイマーを使用します。本機では再生したい入カソースを選んで、音量 
を調節しておきます。再生機器やタイマーの取扱説明書もあわせて参照してください。 

• リモコンの STANDBY / ON キー、または本体の STANDBY / ON スイッチを押すか、電源]—ドを抜いてもスリープタ 
イマーは解除されます。 
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一で設定を変更する 


本機には、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽しみいただけるように、 
セツトメニューが用意されています。お使いの環境にあわせて設定を変更して 
<ださい。 

テレビ画面に表示されるセツトメニューを日本語にすることができます。 
OPTION メニューの 「GUI Language 」 の設定を行ってください。初期設定は 
「 English (英語)」です。 — P .67 「表示言語を設定する - GUI Language ( GUI 使 
用言語)」 

㈣ ァドバィス 

• 再生中でも、セツトメニューで設定を変更できます。 

■注意 

• ナイトリスニングモードで再生しているときは、一部のセツトメニューが設定できま 
せん。設定する前にナイトリスニングモードを解除してください。 — P .55 「小さな音量 
でも音場プ□グラムを楽しむ(ナイトリスニングモード)」 

• 各メニューの名称はテレビ画面に表示される名称で説明していますので、本機デイス 
プレイに表示される名称とは若干異なります。 



本機を使用する前に、システムにあわせてあらかじめ 
設定しておく基本的な項目です。以下の2つのメニュー 
があります。 

Speaker Set Up (スピーカー設定） 

Speaker Level (スピーカー出カレベル） 

詳しい設定内容については 「再生の前に行う設定一 
巳 ASIC menu (基本設定)」 (- P .28) をご覧ください。 


SOUND menu ( 音声設定） 

音声出力に関する設定項目です。音質、音色を調節する 
ことができます。以下の6つのメニューがあります。 

Speaker Set (スピーカー設定） 

SP Distance (スピーカーの距離補正） 

LFE Level ( LFE 再生レベル設定） 

Dynamic Range (ダイナミックレンジ） 

Center SP . GEQ (センター GEQ 設定） 

SP Tone Control (スピーカー音色設定） 

HP Tone Control (へツドホン音色設定） 

詳しい設定内容については 「音声出力を設定する一 

SOUND menu (音声設定)」 (— P .59) をご覧ください。 


信号入力に関する設定項目です。デジタル音声入力端 
子の割り当てを変更したり、入カモ_ドの適用のしか 
たを設定することができます。以下の2つのメニューが 
あります。 

Input Assign (入力端子わりあて） 

Input Mode (入カモード設定） 

詳しい設定内容については 「入力設定を変更する 一 INPUT 
menu (入力設定) K — P .64) をご覧ください。 


OPTION menu ( その他の設定） 

便利な補足設定です。ディスプレイの明るさを変更し 
たり、設定を保護することができます。以下の5つのメ 
ニューがあります。 

Display Dimmer (表示の明るさ設定） 

Memory Guard (設定の保護） 

Audio Mute (消音レベル設定） 

Dual Mono (二重音声出力設定） 

GUI Language ( GUI 使用言語） 

詳しい設定内容につし'！ては 「そのほかの設定一 OPTION 
menu (その他の設定)」卜 P .66) をご覧ください。 


応用操作 
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応用操作 



.一の操作手順 


△ 

ENTER 




AMP キーを押す。 


2 ) SET MENU キーを押す。 


△または▽キーを繰り返し押して、設定したいメ 
’ニューの グループを 選ぶ。 

(a\ D> キーを押す。 


△または▽キーを繰り返し押して、設定したいメ 
^ニューを選ぶ。 

P •注意 

• メニューによっては手順 © と®を行う必要がない場合があ 
ります。そのときは手順|的へ進んでください。 

c 、 t > キーを押す。 

^選んだメニューの設定モードに入り、現在の設定が表 
示されます。 

7 ) △または▽キーを押して、設定を変更する項目を選 
、ノぶ 。 


〇 ENTER キーを押す。 

^ディスプレイに表示された項目名の後ろにコロン(:) 
が点灯します。 


® △または▽キーを繰り返し押して、設定を変える。 

項目によっては<またはレキーで設定を変更する場 
合があります。 


1〇 ENTER キーを押す。 

^項目名の後ろのコロン(:)が消えます。 

セツトメニューを終了するときは 、 SET MENU キー 
^を押す。 

P •注意 

• 音場プログラムキーを押してセツトメニューを終了することち 
できますが、押したキーによって音場プ□グラムが切り替わりま 
す。 
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• OPTION menu 

• Speaker Set Up 

• BASIC menu 

參 Speaker Level 

• SOUND menu 


• INPUT menu 



お使いのシステムにあわせて、簡単に再生に適した設定に 
します。設定のしかたは、「再生の前に行う設定一 BASIC 
menu (基本設定)」 （— P .28) を参照してください 0 


巳 ASIC メニューと SOUND メニュー 

BASIC メニューは、 SOUND メニューの 「Speaker Set 」 と 
rSP Distance 」 を簡単に設定できるようにしたものです。 
BASIC メニューを使えば、ヤマノ V が推奨するリスニング環境 
を簡単に設定することができます 。 BASIC メニューで設定し 
たあとで 、 SOUND メニューを設定する必要はありませんが、 
さらに細かい設定をすることができます。 


P 注意 


SOUND メニューの中には 、 BASIC メニューを設定することによ 
り無効になる項目があります。あやまって BASIC メニューに入っ 
た場合は 「Speaker Set Up 」 の 「Setting OK ?」 で Cancel を選ぶ 
か、 Set を選んだあとで SOUND メニューを設定しなおしてくだ 
さい0 (― P .29) 


音声出力を設定する一 SOUND menu (音声設定） 




• OPTION menu 

• HP Tone Control 

• BASIC menu 

• Speaker Set 

• SOUND menu 

• SP Distance 

• INPUT menu 

• LFE Level 


• Dynamic Range 


使用するスピーカーの数や大きさ、リスニンクポイントとス 
ピーカーとの距離を指定したり、音色や低音域の調節をして、 
音声出力の設定ができます。 

SOUND メニューの設定を変更したあとは、必ずテスト I 
ンで各スピーカーの音量を調節してください。 — P .73 「テス 
トトーンを使って調節する」 


システムにあわせてスピーカーモードを設定する一 Speaker Set (スピーカー設定） 


ご使用になるスピーカーシステムにあわせて、スピー 
力_モ_ドを設定します。 

ァドバィス] 

• スピーカーの大きさを設定するときは、目安として、ウー 
ファーの口径が1 6 cm 以下のスピーカーをお使いの場合は 
Small (小)、それ以上の口径の場合は Large (大)をおすす 
めします。 


A 注意 


48 kHz を超えるサンプリング周波数のデジタル信号が入 
力された場合は、項目によっては、設定が再生音声に反映さ 
れない場合があります。 


選択項目： Large (太 )、 Small (小 )、 None (なし) 
初期設定: Small (小） 

Large 

センター スピーカーに 大型の スピーカー を使用する 
モー ドです。センターチヤンネル信号の全帯域が、その 
ままセンター スピーカーに 出力されます。 

Small 

センタースピーカーに 小型の スピーカー を使用する 
モー ドです。 センター チヤンネル信号の 90 Hz 以下の 
低音域は、 「 LFE/Bass Out 」 で選んだ スピーカーに 出 
力されます。 


_ None 

Center (センター） センタースピーカーを使用しないときのモードです。 

—— -———~ -—— センターチヤンネル信号は、フロントの L / R スピー 

センタースヒーカーの性此や有無 L 応じて、出カモーカーに同じレベルで振り分けられます。 

ドを設定します。 


応用操作 
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応用操作 


Front ( フロント ) 


フロント L / R スピーカーの性能に応じて、出カモード 
を設定します。 

選択項目： Large (太)、 Small ( 小） 

初期設定: Large (大） 

Large 

フロント スピーカー に大型の スピーカー を使用する モー 
ドです。フロント L / R チヤンネル信号の全帯域が、その 
ままフロント L/R スピーカー に出力されます。 

Small 

フロント スピーカー に小型の スピーカー を使用する 
モー ドです。フロント L/R チヤンネル信号の 90 Hz 以 
下の低音域は、 「 LFE/Bass Out 」 で選んだ スピーカー 
に出力されます。 

>注意 

• Small 設定時でも、 rLFE/Bass Out 」 の設定が Front の場 
合は、フロント L / R チヤンネル信号の 90 Hz 以下の低音域 
はフロントに出力されます。 


Surround L/R ( サラウンド ) 


サラウンド L / R スピーカーの性能や有無に応じて、出 
カモードを設定します。 

選択項目： Large (大 )、 Smal 1(小 )、 None (なし） 
初期設定: Small (小） 

Large 

サラウンド L / R スピーカー に大型の スピーカーを 使 
用したり、サラウンド L / R スピーカー にサラウンド側 
サブウーフ ァーをスピーカー ケープ)レで接続して使用 
する場合のモ_ドです。サラウンド L / R チヤンネル信 
号の全帯域が、そのままサラウンド スピーカー に出力 
されます。 


卜1アドバイス」 

•「Surround L / R 」 を None に設定するとパーチヤルシネマ 
DSP モードになります。 （— P .49) 

f 注意 

•「Surround L / R 」 を None に設定すると 「Surround Back 」 
はメニュー表示されません。 


Surround Back ( サラウンドバック） 


サラウンドバックスピーカーの性能や有無に応じて、 
出カモードを設定します。 

ゲ注意 

•「Surround L / R 」 が None に設定されている場合は設定で 
きません。 

選択項目： Large (太 )、 Small (小 )、 None (なし） 
初期設定: Small (小） 

Large 

サラウンドバック スピーカーに 大型の スピーカー を使 
用するモードです。サラウンド L / R チヤンネルに含ま 
れるサラウンドバック信号の全帯域がそのままサラウ 
ンドバックス ピーカーに 出力されます。 

Small 

サラウンドバックス ピーカーに 小型の スピーカー を使 
用する モー ドです。サラウンドバック信号の 90 Hz 以 
下の低音域は 「 LFE/Bass Out 」 で選んだ スピーカー 
に 出力されます。 

None 

サラウンドバックスピーカーを使用しないときのモー 
ドです。サラウンドバックチヤンネ ) レ信号はサラウン 
ド L / R チヤンネルにミックスされます。 


Small 

サラウンド L/R スピーカーに 小型の スピーカー を使 
用する モー ドです。サラウンド L / R チヤンネル信号の 
90 Hz 以下の低音域は、 rLFE/Bass Out 」 で選んだス 
ピーカーに 出力されます。 


None 

サラウンド L/R スピーカーを 使用しないときの モー 
ドです。 
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応用操作 


LFE/Bass Out ( 低域出力設定） 

LFE / Bass 信号を出力するスピーカーを設定します。 
( LFE 信号：ド)レビーデジタ〗レや DTS 動作時に出力され 
る低域効果音。 

Bass ： 90 Hz 以下の低音域信号。） 

選択項目： SWFR (サブウーファー)、 

Front (フロント）、 Both (両方） 

初期設定: Both (両方） 

SWFR 

サブウーファーを使用する場合のモ_ドです。 

LFE と、 「 Center」 〜 「Surround Back 」 の設定により 
他チヤンネ J レの低音域 (90 Hz 以下)が、サブウーファー 
に出力されます。 


Front 

サブウ_ファーを使用しない場合のモードです。 

LFE と、 「 Center」 〜 「Surround Back 」 の設定により 
他チャンネルの低音域 (90 Hz 以下)が、フロント L/R 
スピーカーに出力されます。 

Both 

サブウーファーを使用し、さらにフロントスピーカー 
モー ドの設定に関わりなく、フロントスピーカーの 
90 Hz 以下の低音域を LFE チャンネルにミックスする 
場合のモードです。フロント L / R の低音域がフロント 
L/R スピーカーとサブウーファーの両方から出力さ 
れます。 


「 Center」 〜 「Surround Back 」 の設定を Small にすると他 
チャンネルの低音域 (90 Hz 以下)および LFE 信号が 「 LFE / 
Bass Out 」 で設定されたスピーカーに出力されます。 


各スピーカーからリスニングポジシヨンまでの距離を設定する 
—SP Distance (スピーカーの距離補正） 

各スピーカーから出た音が同時にリスニングポジションに届 
くように、各スピーカーからリスニングポジションまでの距 
離を同一にするのが理想的です。お部屋の都合でスピーカー 
を等距離に設置できないとき、各スピ_力_からリスニング 
ポジションまでの距離を設定することにより、ディレイタイ 
ム(遅延時間)が自動的に算出され、各スピーカーからの音が 
同時にリスニングポジションに届くようになります。 


STANDBY/ON SLEEP 

㉞ 〇 

HALL JAZZ ROCK ENTERTAIN 

Q Q Q Q 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

Q Q Q S 

m/DTS NIGHT EX/HS STEREO 

Q CD Q B 

( TV— _AV | EFFECT - 

に〇 /1 j I (!)/l ll [cOOESErJ 

REC ‘一 
[ O J I □ j I AUDIO | 
DISC SKIP 

L^J 

/VB/C/D/E — v PRESET /s 

Q Q B 


RETURN'y^>^--^-^V^yDISPUY 
[TV VOL 1 ^ \/ni i IMP 

R s r + i 


ENTER 


△または▽キーを押して 、 Unit Setting (距離単 
位設定)を選ぶ。 

ENTER キーを押す。 


^ △または▽キーを押して、距離の単位を選ぶ。 

^ Meter (メートル)、 Feet (フイート）から選びます。 


選んだ単位により、設定内容(初期設定、設定項目など)が変わり 
ます。 


DVD/CD VCR VIDE0 1 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 

MUTE INPUT — + ] 

〇 〇 00 1 


®YAMAHA 


ENTER キーを押す。 


c △または▽キーを押して、距離を設定するスピーカー 
^を選ぶ。 

c ) ENTER キーを押す。 


応用操作 
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応用操作 


f ) <または>キーを押して、距離を設定する。 

w くキーを押すと数値が小さくなり、〉キーを押すと数 
値が大きくなります。 

リスニングポイントからスピーカーまでの距離(実線 
部)を設定します。設定された値から、すべてのスピー 
カーが等距離になる仮想のスピーカー位置を割り出 
し、ディレイタイム(遅延時間)を算出します。 

meter で設定する 

可変範囲： 0. 3〇〜24.00 m ( Front 、 Center 、 
Surrounds Surround Back ) 

初期設定： 3.00 m ( F 「 ont 、 Center 、 Su 「「 ound )、2.10 m 
(Surround Back ) 

feet で設定する 

可変範囲： 1.0 〜80.0 ft ( Front 、 Center 、 Surround 、 
Surround Back ) 

初期設定 ： 1 0.0 ft ( Front 、 Center 、 Surround )、 7.0 ft 
(Surround Back ) 

p ENTER キーを 押す。 

力一音を遅らせて出力します。 



し」：仮想のスピーカー位置 

ディレイタイム(遅延時間)とは 

リスニングポイントへの実際のスピーカー 
音の到達時間と仮想スピーカーからの音の 
到達時間を比べると、実際のスピーカー音 
の到達時間が手前に位置している分、早く 
なります。仮想スピーカーから音が出てい 
るようにするために、本機は実際のスピー 


LFE (低域効果音)の再生レペルを調節する一 LFE LeveKLFE 再生レベル設定） 
Speaker (スピ—力一)/ Headphone (へツドホン） 


ドルビーデジタル、 DTS および AAC での LFE 信号の再 
生レベルを調節します。 LFE 信号とは、意図されたシー 
ンでのみ出力される重低音に よる効果音です。 

可変範囲： 一20〜 0( dB ) 

初期設定: OdB (スピーカー、へッドホンとも） 


1 ) △または▽キーを押して、 Speaker (スピー 
力一）または Headphone (へッ ドホン）を選 
ぶ。 

ENTER キーを押す。 


<] または>キーを押して、レベルを調節する。 

P ■注意 

• 使用するサブウーファーやへッドホンの能力に応じて、 
LFE のレべ)レ調節を行つてください。 


L4 


ENTER キーを押す。 
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応用操作 


ドルビ-デジタル再生時のダイナミックレンジを設定する - Dynamic Range (ダイナミックレンジ) 
Speaker (スピ-力-)/ Headphone (へツドホン） 


ドルビーデジタル再生時のダイナ s ックレンジ(最大 
音量から最小音量までの幅)を、3段階から選びます。 

選択項目： MAX (最大 )、 STD (標準 )、 MIN (最小） 
初期設定: MAX (最大)スピーカー、へッドホンとも 

A •注意 

• ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジ 
の MIN に対応していないため、音量が極端に下がる場合が 
あります。このような場合は、ダイナミックレンジを MAX 
または STD に設定してご使用ください。 


MAX 

信号ソースのダイナミックレンジを最大限に再生しま 
す。 

STD 

ソフト制作者が家庭用として推奨するダイナミックレ 
ンジです。 

MIN 

ノ」\音量でも聴きやすく、深夜の視聴に適したダイナミツ 
クレンジです。 


センタースピーカーの音色を調節する一 Center SP . GEQ (センター GEQ 設定） 


センター スピーカー の音色を、フロン ト L/R スピー 
力_の音色とあわせるために、センターチャンネルの 
グラフィックイコライザーを調節します。1 OOHz 、 
300 Hz 、 1 kHz 、3 kHz および1 0 kHz の周波数が選べま 
す。 

可変範囲：一 6〜+6 ( d 巳） 

初期設定： （5 パンドともに ) OdB 


® △または▽キーを押して 、 Center SP . GEQ 
を撰ぶ„ 


を選ぶ。 

ENTER キーを押す。 


3： <または>キーを押して、調節する周波数を選 


△または▽キーを押して、レベルを設定する。 


@ ENTER キーを 押す。 

㈣ ァドバィス 

• テスト!-ーンを聞きながらセンタースピーカーの音色を 
調節することもできます。 

1手順®を行う。 

2 TEST キーを 押す。 

フロント L スピーカーからテスト I ンが出力されま 
す。 

3 SET MENU キーを押す。 

Center SP . GEQ の設定モードに戻ります 0 

4手順 ® 〜®を行って センタースピーカーの 音色を 
調節する。 


出力音声を調節する一 SP Tone Control (スピーカー音色設定)/ 
HP Tone Control (へツドホン音色設定） 


出力音声の低音域 ( Bass ) および高音域 ( TreWe ) を調 
節します。 

可変範囲： SP Tone Control ( スピーカー音色設定） 
— 1〇〜+1 0 dB (2 dB ステップ） 

6〇 Hz /20 kHz 

HP Tone ControK へッドホン音色設定） 
— 6〜 +3 dB ( ldB ステップ） 
60 Hz /20 kHz 


初期設定： 巳 ass (低音域） 

OdB 60 Hza ピーカー、 へッ ドホンとも) 
Treble (高音域） 

OdB 20 kHza ピーカー、 へッ ドホンとも) 


応用操作 
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応用操作 



入力設定を変更する一 INPUT menu (入力設定) 


• BASIC menu 

• SOUND menu • Input Assign 

• INPUT menu • Input Mode 


接続した機器にあわせて本機のデジタ)レ入力端子の割り当て 
を変更したり、入カモードの適用方法を設定することができ 
よ 9 〇 


デジタル入力端子の割り当てを変更する一 Input Assign (入力端子わりあて）通 


接続した機器と、本機のデジタル入力端子名が異なる 
場合に、接続した機器にあわせて端子を割り当てるこ 
とができます。割り当てた端子名の入力選択キーで機 
器を選べます。 

ここでは、ゲーム機を接続する場合を例にして、端子の 
割り当てと入力選択キーの関係につし)て説明します。 

■注意 

• それぞれの項目 （ OPTICAL INPUT ①〜 COAXIAL 
IN PUT ©) で、同じ端子名を割り当てることはできません。 


OPTICAL INPUT ①（デジタル光入力①） 


選択項目： VCR 、 VIDEO 1、 DTV / CBL 、 DVD/CD 
初期設定: DVD/CD 

例) DVD / CD 光入力端子にゲーム機を接続して、端子 
の割り当てを 「 VCR 」 に変更した場合： 

入力選択 キーの VCR キーを 押すと ゲーム 機を入力 
できます。 

㈣ ァドバィス 

• VCR に割り当てた光入力端子と VCR IN 入力端子(アナロ 
グ)の両方に同じ機器を接続した場合、入カモードが AUT 。 
に設定してあると光入力端子からの入力が優先されます。 


OPTICAL INPUT © ( デジタル光入力②） 


選択項目： VCR 、 VIDEO 1、 DTV / CBL 、 DVD/CD 
初期設定: DTV/CBL 

例) DTV / CBL 光入力端子にゲーム機を接続して、端子 
の割り当てを 「 VIDEO 1」に変更した場合： 

入力選択キーの VIDEO 1キーを押すとゲーム機を 
入力できます。 

㈣ ァドバィス 

• VIDEO 1に割り当てた光入力端子と VIDEO 1音声入力端 
子(アナログ)の両方に同じ機器を接続した場合、入カモー 
ドが AUTO に設定してあると光入力端子からの入力が優先 
されます。 


A ■注意 

• OPTICAL INPUT ①に割り当てられている端子名はディ 
スプレイに表示されず、選ぶことができません。表示されて 
し'！なし'！端子を OPTICALINPUT ②に割り当てたいときは、 
OPTICAL INPUT ①の割り当てを変更してください。 


COAXIAL INPUT ③ （デジタル同軸入力 ③） 


選択項目： VCR 、 VIDEO 1、 DTV / CBL 、 DVD/CD 
初期設定: VI DEO 1 

例) VIDEO 1同軸入力端子にゲーム機を接続して、端 
子の割り当てを 「 DVD / CD 」 に変更した場合： 

入力選択 キーの DVD/CD キーを 押すと ゲーム 機を 
入力できます。 

㈣ ァドバィス 

• DVD / CD に割り当てた光同軸端子と DVD / C □音声入力端 
子(アナログ)の両方に同じ機器を接続した場合、入カモー 
ドが AUTO に設定してあると同軸入力端子からの入力が優 
先されます。 

•注意 

• OPTICAL INPUT ①と OPTICAL INPUT ②に割 D 当て 
6れている端子名はディスプレイに表示されず、選ぶこと 
ができません。表示されていない端子を COAXIALINPUT 
③に割り当てたいときは 、 OPTICAL INPUT ①と 
OPTICAL INPUT ©の割り当てを変更してください。 
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応用操作 


入カモードの適用方法を設定する一 Input Mode (入カモード設定） 


Setting ( 切り替え設定 ) 


あらかじめ入力端子ごとの入カモードを決めておき、 
指定した入カモードで入カソースを再生する場合は 
「 Fixed 」 を選びます。また、電源を入れたときの入力 
モードの適用方法を 「Variable ( Last)」、「Variable 
( Auto )」 から選びます。 

選択項目： Fixed (固定 )、 Variable ( Last ) (最終設定)、 
Variable ( Auto ) (初期 AUTO ) 

初期設定: Fixed (固定） 

Fixed: 機器を再生すると、ここで設定した入カモード 
にしたがって入力信号が選ばれます。入力端子 
ごとに入カモードを設定してください。 

Fixed に設定すると、再生するときに本体の 
INPUT キーで入カモードを切り替えることは 
できません。 


入力端子 

入カモード 

VCR 

AUTO ： 音声信号を自動検知します。 

デジタル信号とアナ□グ信 
号が同時に入力された場合、 
デジタル信号を優先して再 
生します。 

dts ： DTS 信号以外は再生されま 

せん。 

AAC ： AAC 信号以外は再生されま 
せん。 

Analog ： アナログ信号以外は再生さ 
れません。 

VIDEO 1 

VIDEO 2 

DTV/CBL 

DVD/CD 


初期設定は AUTO です。 


アドバイス 

• VCR の設定は、光入力または同軸入力端子の割り当てを 
VCR に変更した場合に有効になります。 


Variable (Last) :電源を切るときに設定されていた 
入カモードが、そのまま適用されます。 
必要に応じて、本体の INPUT キーを押して入 
カモードを切り替えることができます。 — 

P.70 「入カモードを切り替える」 

Variable (Auto) :最後に操作したときの入カモー 
ド設定に関わらず、 本機の電源を入れると入 
カモードが自動的に AUTO に設定されます。 
必要に応じて、本体の INPUT キーを押して入 
カモ_ドを切り替えることができます。— 
P.70 「入カモードを切り替える」 


応用操作 


65 




応用操作 


そのほかの設定一 OPTION menu (その他の設定) 


ディスプレイの明るさの調節、変更した設定の保護やセツト 
メニューの表示言語などを設定することができます。 


表示の明るさを調節する一 Display Dimmer (表示の明るさ設定） 


△または▽キーを押して 、 Display Dimmer を 
ゥ選ぶ。 

j ENTER キーを押す。 

0 <] キーを押す。 

^ディスプレイが暗くなります。>キ_を押すと、 
明るくなります。 

ENTER キーを押す。 


変更した設定値を保護する一 Memory Guard (設定の保護） 

変更した設定値を保護します。 ON に設定すれば、誤操，丨 △または▽キーを押して 、 Memory Guard を 
作による設定値の変更を防ぐことができます。 Vi / 選ぶ。 

選択項目： ON (保護 )、 OFF (変更可） 

初期設定: OFF (変更可） 

ON に設定したときに保護される設定は、以下のとおり △または▽キーを押して、 ON または OFF を 選 

です。 - ぶ。 

• 音場プ□クフムのパフメ _ 夕一 iS 定値 
•「Memory Guard 」 以外のセットメニュー設定値 
• センター、サラウンド、サラウンドパック、サブウー 
ファーの音量 

^■注意 

• 設定を ON にすると 、 「Memory Guard 」 以外のメニューは 
設定でぎません。 

• 設定を ON にすると、テストモードに入れません。 



2 ENTER キーを 押す。 



ディスプレイの明るさを調節します。 

可変範囲： 一4〜〇 
初期設定:〇 
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ミュート(消音）レベルを設定する一 Audio Mute (消音レベル設 


MUTE キーを押したときの音量を設定します。 

選択項目： 一〇〇、 一50 dB 、一20 dB 

初期設定:_〇〇 


完全に消音し、無音にします。 

-50 d 巳 

いま聴いている音量よりも、 50 dB 下げて再生します。 

一 20 d 巳 

いま聴いている音量よりも、 20 dB 下げて再生します。 


定） 

io Mute を選 


® △または▽キーを押して 、 Audio Mute を選 
ぶ 0 

2 ENTER キーを 押す。 

3 △または▽キーを押して、下げる音量を選ぶ。 
ENTER キーを押す。 


二重音声出力時の出カモードを変更する一 Dual Mono (二重音声出力設定） 


BS デジタル放送などで使われる、モノラルニ重音声出 
力時の主音声と副音声の出カモ_ドを設定します。 

選択項目： Al I (主+副音声)、 Sub (副音声)、 Main 注音 
声） 

初期設定： Main (主音声） 


主音声と副音声をフロント L / R スピーカーからそれ 
ぞれ同時に出力します。 PCM 信号が入力されている場 
合の L / R チャンネルへの音声の振り分けは、再生機器 
(チューナーなど)の設定によって異なります。詳しく 
は再生機器の取扱説明書を参照してください。 


P 注意 


モノラルでない二重音声の出力は、本機で設定できません。 
再生機器側で設定してください。 

この設定は、 AAC ' ドルビーデジタル、 DTS 信号の二重音声 
(デュアルモノ）信号および AAC の多重音声(マ)レチモノ) 
信号受信時のみ有効になります。ただし、 AAC 信号音声の 
第3、第4チヤンオ g レを選ぶことはできません。再生機器側 
で設定してください。 

地上波放送などの、アナログや PCM 信号での二重音声は、 
チューナーやビデオデッキ側で音声の主/副を選んでくだ 
さい0 


BJ 音声のみをフロント L / R スピーカーから出力しま 
す。 

Main 

主音声のみをフロント L / R スピーカーから出力しま 
す0 


表示言語を設定する一 GUI Language ( GUI 使用言語） 

セツトメニューのテレビ画面での表示を日本語または 
英語に設定します。 


選択項目： Japanese (日本語)、 English (英語） 
初期設定: English (英語） 


応用操作 
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応用操作 


オリジナルのリスニンク環境をつくる 


音場プ□グラムは音の拡がりや響き具合などのパラメーターという要素で構成 
されています。世界の著名なコンサートホールやオペラ八ウスなどで音場測定 
を行い、その実測データをもとに各音場プログラムは作成されており、音場プロ 
グラムごとにパラメーターの値や種類を変えて DSP 処理が施されます。 

このノ ラメーターを調節して、さらに独自のリスニング環境をつくることがで 
きます。 


* パラメーターを 変更する 


音場プログラム ' 



HALL JAZZ ROCK ENTERTAIH 

CD CD CD 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

CD CD Q CD 


U/DTS NIUHI tX/bS BI tHtO 

[ T ] [ T ] Q (^) 

I iv AV I _ 

<!>/l 0/1 CODE SET 

REC 

[ O | I □ J [AUDIO ■ 
DISC SKIP 

LfU L^J 

/VB/C/D/E —v PRESET 

3 [EJ 3 



DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 


'MUTE INPUT — + 

O O O CH 0 


音場プ□グラムのパラメーターは、初期設定のままで十分お 
楽しみいただけます。基本的に設定を変更する必要はありま 
せんが、音場プ□グラムのパラメーターを調節して、独自の 
音場効果をお楽しみください。 


! AMP キーを 押す。 

2 音場プ□グラムを選ぶ。 


■> △または▽キーを押して、変更したいパラメーター 
を選ぶ。 




<または > キーを押して、設定を変更する。 


5 ほかの音場プ□グラムのパラメーターを変更したい 
^ときは、手順〜 ® を繰り返す。 


^ ⑧ YAMAHA 


_注意 

• OPTION メニューの 「Memory Guard 」 が ON に設定されている場合は、パラメーターを変更できません。パラメーター 
を変更する前に、 OFF に設定してください。 

• 音場プ□グラムによって、調節できる内容が異なります。各パラメーターの説明をご覧ください。 — P .69 「パラメーター 
ガイド」 
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音場プ□グラムごとに DSP 処理の構造が違います。音場プロ 
グラムによっては設定できないパラメーターがあります。 


可変範囲： 0-100% 

6 ch Stereo 音場でのサラウンド L チヤンネルの出力 
レベルを調節します。 

SR LEVEL (サラウンド•ライト•レベル） 

可変範囲： 0-100% 

6 ch Stereo 音場でのサラウンド R チヤンネルの出力 
レベルを調節します。 

SB LEVEL (サラウンド•バック•レベル） 

可変範囲： 0-100% 

6 ch Stereo 音場でのサラウンドパックチヤンネルの 
出カレベルを調節します。 


DIMENSION (ディメンション） 

可変範囲： 一3〜 STD 〜+3 

DOLBY PRO LOGIC 11 / IIx のサラウンド音場のフ 
□ント側とサラウンド側のレベル差を調節します。 

CT W 旧 TH (セ: 7 夕一•ウィドウス） 

可変範囲： 0—7 

DOLBY PRO LOGIC II / IIx のセンター音声の左右 
への拡がりを調節します。 

DTS Neo :6 Music 用 

C. IMAGE (センター•イメージ） 

可変範囲： 0—0.5 

DTS Neo :6 のフロント音場の拡がり感を調節します。 


可変範囲： 一 6〜 +3 dB 

音場プ□グラムの効果音のレベルを微調節するパラ 
メーターです。 


DELAY (ディレイ） 

可変範囲： 1〜 99 ms (信号、音場プ□グラムにより変 
わります） 

フロントスピーカーから音が出力されるタイミングと、 
サラウンドスピーカーからサラウンド音が出力される 
タイミングとの時間差を調節します。 

値を大きくするほどサラウンド音が遅れて出力され、 
音場空間が大きく感じられます。 


6 ch Stereo 用 

CT LEVEL (センター•レベル） 

可変範囲： 0-100% 

6 ch Stereo 音場でのセンターチヤンネルの出カレべ 
ルを調節します。 


SL LEVEL (サラウンド•レフト•レベル) 


PL II/PL IIx 

選択項目： PL n'PLIIx 

音場プログラム No .9 で2チヤンネルソースを多チヤン 
ネル化して再生するときに 、 PL II または PL IIx のどち 
らで再生するかを選びます。 — P .52「2 チヤンネル ソー 
スを多チヤンネルで楽しむ (PRO L 0 GIC 、 PR 0 LOGIC 
II / IIx 、 DTS Neo :6 )J 

■注意 

• 以下の場合は、 PL IIx を選んでいても PL II で再生されま 
す。 

-巳 ASIC メニューの 「Speaker Set Up 」 の 「Speaker 
Num 」 で6 speaker 以外を選んでいる。 

- SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 「Surround 
巳 ack 」 を None に設定している。 

-へッドホンを接続している。 


PRO LOGIC II/IIx Music 用， 

PANORAMA (パノラマ） 

可変範囲： ON、OFF 

DOLBY PRO LOGIC II / IIx のフロント音場の拡が 
り感を調節します。 


DSP LEVEL(DSP レベル） PRO LOGIC II/IIx 用 
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応用操作 


入カモードを切り替える 


同一の再生機器を本機のデジタル音声入力とアナ□グ音声入力の両端子に接続 
している場合に入カモードを切り替えることができます。 


INPUT 



AUTO (工場出荷時の設定)の設定のままでほとんどのソース 
を問題なく再生できますが、必要に応じて入力信号のデジタ 
ル、アナログの優先順位を選んだり、 AAC などの特定の系統 
に設定したりすることができます。 


お好みの入カモードがディスプレイに表示されるまで、本 
体の INPUT キーを繰り返し押す。 



入カモード 


AUTO ： 音声信号を自動的に検知します。デジタル信号 

とアナ□グ信号が同時に入力された場合、デジ 
タル信号を優先して再生します。 

DTS : DTS 信号以外は再生されません。 

AAC ： AAC 信号以外は再生されません。 

ANALOG ： アナ□グ信号以外は再生されません。 


ァドバィス 

• 入カモードが AUTO に設定されているときに、ドルビーデジタルまたは DTS 、 AAC 信号が入力されると、自動的に最適 
な デコーダーが 選ばれます。 

• 本機の電源を入れたときに、前回選んだ入カモードをそのまま使うか、 AUTO に戻すかを INPUT メニューの 「Input Mode 」 
で指定することもできます。また、入力端子ごとに入カモードを設定することもできます。 

^•注意 

• 本機と再生する機器をアナログ音声端子だけで接続して入力した場合、入カモードを切り替えることはできません。 

• INPUT メニューの「 I 叩 ut Mode 」 の 「 Setting 」 が Fixed になっているときは、 INPUT キーを押しても入カモードを切り 
替えることはできません。 

• 入カモードが AUTO に設定されているときに、次のような症状が起こることがありますが、故障ではありません。 

-ドルビーデジタルまたは DTS ディスクを再生中にサーチ(早送り/早戻し）してから再生をはじめると、一部の LD お 
よび DVD プレーヤーで、再生音が少し遅れて再生される。 

-デジタル録音されていない LD を再生する場合に、一部の LD プレーヤーで音声が正常に再生できない。この場合は入 
カモードを ANALOG に設定してください。 
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応用操作 


DTS - CD / DTS - LD の再生に関するご 

注意 

• プレーヤーから出力されるデジタル信号に音量レベル可変 
処理などの処理がされている場合は、本機とプレーヤーを 
デジタル接続しても、 DTS 音声は再生できません。 

• DTS 音声を再生するには、音声を再生する機器をデジタル 
入力端子に接続して、入カモードを AUTO または DTS に設 
定してください。入カモードを ANALOG に設定して再生す 
ると、雑音が発生することがあります。 

• DTS 音声を再生中に入カモードを ANALOG に切り替える 
と、音声は出力されません。 

• 入カモードを AUTO に設定して DTS 音声を再生すると： 
- DTS 信号を検知すると、自動的に DTS モード ( dt •表示 
が点灯)に切り替わります。 DTS 音声の再生が終了した 
ときに、 ■!€ •表示が点滅することがありますが、点滅中 
は DTS 音声しか再生できません。 DTS 音声の再生が終 
了後すぐに、通常の PCM 音声を再生したいときは、入力 
モードを AUTO に設定しなおしてください。 

ープレーヤー側でサーチまたはスキップ操作をして DTS 
信号がとぎれると、 dt •表示が点滅することがあります。 
この状態が30秒以上続くと、自動的に DTS モードから 
通常のデジタル ( PCM ) 入力に切り替わり、 dt * 表示は 
消灯します。 


応用操作 
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ステレオ再生中、入力信号のタイプ、フォーマツトやサンプリンク周波数などの 
情報をディスプレイに表示させて確認することができます。 

(^\ソースを 再生する 

2 AMP キーを押す。 

3 STEREO/EFFECT キーを 押す。 

^ステレオ再生になります。 

® △または▽キーを押す。 

入力信号の情報が表示されます。信号によっては押す 
たびに情報の表示が切り替わります。 

入力信号情報の見方 

( Format ): 入力信号の信号 フオー マット 0 


STEREO/ 

EFFECT 


A 


V 


AMP 


入力信号 

表示 

アナログ音声 

ANALOG 

PCM 音声 

PCM 

ドルビーデジタル音声 

Dolby Digital 

DTS 音声 

DTS 

AAC 音声 

AAC 

不明なデジタル信号 

Unknwn Digital 




in ： 入力信号の音声チャンネル数 （ ドルピーデジタル、 

DTS 、 AAC 入力時のみ)。 

例えば、 「 in :3/2/ LFE 」 と表示された場合は、「フロン 
卜3チャンネ〗レ/サラウンド2チャンネ〗レ/ LFE 」 を示し 
ています。 

また、二力国語放送などの主+副の2チャンネル音声 
は「1+1」、3音声以上の音声多重形式の音声は 「M LT 」 
と表示されます0 

fs ： 入力信号のサンプリング周波数(デジタル信号入力時 

のみ）。サンプリング周波数が不明の場合は、 
「 unknown 」 と表示されます。 

rate ： 入力信号の 1 秒あたりのデータ量=ビットレート（ドル 
ビーデジタル、 DTS のみ)。ビットレートが不明の場合 
は、 「 unknown 」 と表示されます。 

fig ： 入力信号に含まれている、ある動作をさせるための識 
別信号=フラグ （ ドルビーデジタル、 DTS のみ)。フラグ 
が認識できなかった場合は、 「 None 」 と表示されます。 

48kHz を超えるデジタル信号についてのご注意 

本機のデジタル入力端子(光、同軸）は、サンプリング周波数 
96 kHz までのデジタル信号に対応してし)ます。デジタル信号 
の入力には光/同軸両方の入力端子が使用できますが、 
48 kHz を超えるデジタル信号を入力する場合は、以下の点に 
ご注意ください。 

• 音場プ□グラムを選べなくなります。 

• 音声はフロントスピーカーからのみ、通常の2チャンネルス 
テレオ音声として出力されます。 

• フロント スピーカー とサブ ウーファー 以外の スピーカー の 
音量は調節できません。 


MUTE INPUT — + 

〇 O O ch O 

_ TV MODE_ 


応用操作 


入力信号情報を表示する 


1011 i 


S2B 

l#am_0 


w 


g gQl 
010 Qiol 


1 ll:s 
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スピーカーの音声出カレベルを調節する 


BASIC メニューで各スピーカーの音量の確認や調節が済んでいる場合は必要 
ありませんが、スピーカーの設置場所を変えたり家具の位置を変えたとき、また 
は SOUND メニューの設定を変更したときは、テスト I ンを出して各スピー 
力一の音量を調節することをおすすめします。 

また 、 BASIC メニューの設定を行わずに SOUND メニューだけでスピーカーの 
設定を行った場合は、必ずテスト I ンを出して各スピーカーの音量調節をし 
てください。 

この調節は音場プ□グラムの効果を最大限に引き出したり、ドルビープ□□ジッ 
ク、ドルビープ□ロジック II 、ドルビープ□ロジック IIx 、 ドルビーデジタルや 
DTS 、 AAC サウンドを忠実に再現するための重要なポイントになります。 

テスト I ンで調節したあとでも、ソースによっては再生中にスピーカーの音 
量レベルを調節したい場合があるかもしれません。そのときは「再生しながら調 
節する」 (- P .74) をご覧ください。 


* テスト!ンを使って調節する 



0 

V 

AMP 


テスト I ンを使って、リスニングポジシヨンで聞こえる各 
スピーカーからの音量が一定になるように調節します。 


^ AMP キーを押す。 


( 2) TEST キーを押す。 

テストト - ンが出力されます。 

△または▽キーを繰り返し押して、調節したいスピー 
カーを選ぶ。 

▽キーを押すごとに、下記の順に調節するスピ_力_ 
が切り替わります。 

TEST LEFT (フロント L 卜 TEST CENTER (セン 
夕ート TEST RIGHT (フロント R)-TEST R SUR . 
(サラウンド R)—TEST SUR . BACK (サラウンド 
バック）一 ►TEST L SUFU サラウンド L)-TEST 
SUBWOOFER (サブウー ファー)-... 

△キーを押すと、逆の順に切り替わります。 

^、<1または>キーを押して、スピーカーの音量を調節す 

c 調節が終わったら、 TEST キーを押す。 

テストト - ンが止まります。 


_注意 

• へッドホンを接続していると、テストモードに入れません。 r 、 へッドホン端子からへッドホンを抜いてください。 

• 調節できないスピーカーがある場合は 、 SOUND メニューの 「Speaker Set 」 でスピーカーモードの設定が None になっ 
ていないか確認してください。 

• SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 「 LFE/Bass Out 」 が Front に設定されている場合、サプウーファーの音量は調 
節できません。 

• テスト I ンで調節したスピーカーの音量は、 BASIC メニュ ー 「Speaker Set Up 」 の 「Setting OK ?」 で Set を選ぶと 
無効になります。調節後は BASIC メニューに入らないようご注意ください。あやまって BASIC メニューに入った場合は、 
「Speaker Set Up 」 の 「Setting OK ?」 で Cancel を選んで、メニューから抜けてください。 -P.29 「操作の流れ」 








応用操作 



再生しながら調節する 



> 


AMP 


再生音を聴いていて、スピーカーのバランスが良くないと感 
じたら、各スピーカーの音量レベルを調節します。 


( Y ) AMP キーを 押す。 


( j ) LEVEL キーを繰り返し押して、調節したいスピー 
^カーを 選ぶ。 

LEVEL キーを押すごとに、下記の順に調節するスピー 
カーが切り替わります。 

FRONT L (フロント L )— CENTER (センター)— 
FRONT R (フロント R)—R SUR ■(サラウンド R )— 
SUR . BACK (サラウンドバック ） —L SUR •(サラウ 
ンド L )— SWFR (サブウーファー )— FRONT L (フロ 
ント 

&ァドバィス i 

• LEVEL キーで レベル表示にすると、△または ▽ キー でもスピー 
力一を選べます。 

5 \ <または>キーを押して、スピーカーの音量を調節 
必する。 

• センター、サラウンド L / R およびサラウンドパック 
スピーカーの調節範囲は、 一 1〇〜+1 OdB です。 

• フロント L/R スピーカーおよびサブウーファーの 
調節範囲は、 一20 〜 OdB です。 


，■=■注意 

• 調節できないスピーカーがある場合は、 SOUND メニューの 「Speaker Set 」 でスピーカーモードの設定が None になっ 
ていないか確認してください。 

• SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 「 LFE/Bass Out 」 が Front に設定されている場合、サブウーファーの音量は調 
節できません。 

• LEVEL キーでスピーカーの音量を調節すると、テストトーンで調節したスピーカーの音量も変更されます。 

• LEVEL キーで調節したスピーカーの音量は、 BASIC メニュ ー 「Speaker Set Up 」 の 「Setting 0 K ?」 で Set を選ぶと無 
効になります。調節後は BASIC メニューに入らないようご注意くださし' I 。あやまって BASIC メニューに入った場合は、 
「Speaker Set Up 」 の 「Setting 0 K ?」 で Cancel を選んで、メニューから抜けてください。 — P .29 「操作の流れ」 


74 




㈣ ァドバィス 

• 次の入力選択キーには工場出荷時にあらかじめヤマ八のメーカーコードが設定されています。 

DTV / CBL キー:テレビのメーカー]-ド299 

VCR キー:ビデオデッキのメーカ_コ_ド399 

DVD / CD キー： DVD プレーヤーのメーカーコード699 

ヤマ八の機器をお使いの場合は、まず工場出荷時のまま操作してみてください。 

A 注意 

• お使いのヤマ八機器によっては、あらかじめ設定されているヤマ八のメーカーコードで操作できない場合があります。 
この場合はヤマ八の別のメーカーコードをお試しください。 


TUNER キー以外の入力選択キーに以下のメーカーコードを 
設定できます。 


入力選択| 


STANDBY/ON SLEEP 

㉜ 〇 
HALL JAZZ ROCK ENTERTAIN 

Q CD Q Q 

MUSIC TVTHTR MOVIE 1 MOVIE 2 

s Q Q CD 

CD/DTS NIGHT 

la bib a 

| こ ®/ ■ | [ 0/1 ] j I CODE 

REC 

[ O J [ □ j | AUDIO | 
DISC SKIP 

[3 El 

A/B/C/D/E v PRESET A 

Q Q 3 

TITLE MENU 

LEVEL/\\^»—\sET MENU 

- H f<l |> j C + H 

RETURn\ v ^ > ~'''~ DISPLAY 
TV VOL VOLUME 

msm 


livu / し LI vo« viutu 1 

□ □口 

DTV/CBL pUNbf^ VIDEO 2 

コ □口 

MUTE INPUT — + 

TV MODE 

速 ) YAMAHA 


CODE SET 


入力選択キー 

設定できるメーカーコード 

DTV/CBL キー 

テレビまたは 

衛星放送 /CATV チユーナー 

DVD/CD キー 
VCR キー 

VIDEO 1 キー 
VIDEO 2 キー 

ビデオデッキまたは 

DVD プレーヤー 


メーカーコードを設定すると、「操作できる機能一覧」（— 
P .77) の操作が可能になります。 

1 CODE SET キーを押したまま、入力®尺キーを押す。 

^1つの キーに 1つの メーカーコー ドが設定できます。 

2 CODE SET キーを押したまま、使用する機器のメー 
^力ーコード (3 桁)を数字キーで入力する。 

「メーカーコードー覧」 （— P .86) をご覧ください。 

㈣ ァドバィス 

• 設定に成功すると 、 「Code Set OK 」 がディスプレイに表示され 
ます。失敗すると 「Code Set NG 」 が表示されるので、手順®か 
らもう一度操作してください。 

—注意 

• 何も操作しないまま10秒間放置すると、設定が中断されます。こ 
のような場合は、手順©からもう1度設定をやりなおしてくだ 
さい0 


メーカーコード(各メーカーごとに割り当てられた信号)を本機のリモコンに設 
定すると、接続したテレビやビデオデッキ、 DVD プレーヤーを本機のリモコン 
で操作できます。 

P 注意 

• 機種によっては操作できないもの、または限られた機能しか操作できないものがあり 
ます。その場合はテレビやビデオデッキ、 DVD プレーヤー専用のリモコンをお使いく 
ださい。 


リモコンを使いこなす 
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応用操作 


リモコンを工場出荷時の設定に戻す 


設定したメーカーコードを取り消すことができます。 


1 , CODE SET キーを押したまま、設定を戻したい入力 
選択キーを押す。 

2) CODE SET キーを押したまま、次の3桁の数字を数 
^字キーで入力する。 

テレビまたは衛星放^ CATV チューナーのメーカー 
コードを設定したとき:299 
ビデオデッキのメーカーコードを設定したとき:399 
DVD プレーヤーのメーカーコードを設定したとき: 
699 

P •注意 

• 何も操作しないまま10秒間放置すると、設定が中断されます。こ 
のような場合は、手順 ® からもう1度やりなおしてください。 


メーカーコードの保持について 


乾電池は、使えなくなる前に早めに交換してください。乾電池 
の寿命がなくなったり、乾電池を取り出した場合、お客様ご自 
身で設定されたメーカ_コ_ドは約2分間保持されますが、 
2分以上経過すると消えてしまうことがありますのでご注意 
ください。また、このときリモコンのキーを誤って押すと、 
メーカ_コ_ドが消えてしまうことがありますのでご注意く 
ださい。 
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リモコンの キー 

① 1〜9、 ◦' +10 

② TV 

③ REC/DISC SKIP 


④ TITLE 

⑤ ENT 

⑥ AV 

⑦ △ 

V 

CH +> 
CH -< 

⑧ RETURN 

⑨ TV VOL + 
TV VOL - 

© TV MUTE 
⑪ TV INPUT 
⑫ MENU 
⑬ ENTER 
⑭ DISPLAY 
⑮ TV CH + 
TV CH - 


DVD プレーヤー 

数字キー 

(テレビ) POWER * 1 
ディスクスキップ 


オーディオメニュー 
一時停止 

チャプタースキップ(一） 
チャプタースキップ (+) 
停止 
再生 

タイトルメニュー 
タイトル/インデックス表示 
POWER * 2 
選択(上へ） 

選択(下へ） 

選択(右へ） 

選択(左へ） 

前の画面へ戻る 
(テレビ)音量(+)* 1 
(テレビ)音量(一)* 1 
(テレビ)消音* 1 
(テレビ)入力切替* 1 


ビデオデッキ 

数字キー 

(テレビ) POWER * 1 
録画 


一時停止 


POWER * 2 


チヤンネル選択 (+) 
チヤンネル選択(一） 

(テレビ)音量(+)* 1 
(テレビ)音量(-)^ 
(テレビ)消音* 1 
(テレビ)入力切替* 1 


テレビ、衛星放送/ 
_ CATV チューナー_ 

' 数字キー 

POWER * 2 
(ビデオデッキ)録画* 3 
(ビデオデッキ)巻戻し* 3 
_ (ビデオデッキ)早送り* 3 

' (ビデオデッキ)一時停止* 3 


_ (ビデオデッキ)停止* 3 _ 
_ (ビデオデッキ)再生* 3 

' 数字キー （12) 
(ビデオデッキ) POWER * 3 


メニュー決定 一 

ディスプレイ表示 一 

' (テレビ)チヤンネル選択(+)* 1 (テレビ)チヤンネル選択(+)* 1 
' (テレビ)チヤンネル選択(一)* 1 (テレビ)チャンネル選択(一)* 1 


音量 (+) 
音量（一） 
消音 

入力切替 


チャンネル選択 (+) 
チヤンネル選択 (_) 


本機のチューナー 

登録局選択 （1 〜 8) 
(テレビ) POWER * 1 


A / B / C / D/E 
登録局選択 (+) 


登録局選択(一） 


(テレビ)音量(+)* 1 
(テレビ)音量(一)* 1 
(テレビ)消音* 1 
(テレビ)入力切替* 1 


(テレビ)チヤンネル選択(+)* 1 
(テレビ)チヤンネル選択(一)* 1 


* ] DTV / CBL キーにテレビのメーカーコードが設定されているときは、入力を切り替えなくてもテレビを操作できます。 
* 2 機器のリモコンに POWER キーがあるときのみ、機能します。 

* 3 VCR キーにビデオデッキのメーカーコードが設定されているときは、入力を切り替えなくてもビデオデッキを操作できます。 


操作できる機能 


f 0 —⑫ 

| ㈣ U lev y 

IS a ⑦ _l£H))l>K H ^ 

IqQQqI r ⑤⑧ ⑭ 

m/DTS NIGHT EX/ES f STEREO I I TV VOL VOLUME 

⑥⑨-目ビ自 

frvi 间 m l±=^J ~ 1 U 

I ^ J 1 - 1 1 - 1 DVD/CD VCR VIDE01 

l^ P ,~~, ,~, □□口 

1 l I l DD I [ J DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

I A/B/C/D/E v PRESET A | J (] ) [ I 

g B モ ⑩ ~^ E '"alo-ol — ⑮ 

dD ― != N ^ —— 


⑥⑨. 


DVD/CD VCR VIDE01 

□ □口 

DTV/CBL TUNER VIDEO 2 

□ □口 


メーカーコードを設定すると、①〜⑮のキー 
の機能がテレビ、衛星放送 / CATV チュー 
ナー、ビデオデッキ、 DVD プレーヤー操作用 
に切り替わります。 

はじめにメーカーコードを設定した入力選択 
キーを押し、各機器を操作してください。操作 
できる機能については以下の表をご覧くださ 


P 注意 

• ご使用の機器によっては、キーと操作の説明が一 
致しないことがあります。 
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そのほかの情報 


故障かな？と思ったら 


ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。 
下記以外で異常が認められた場合や、対処しても正常に動作しない場合は、本機 
をスタンノ（イ状態にし、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上店または最 
寄りのヤマノ Y 電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼く 
ださい。 



電源を入れてもすぐに切れてしま5 


音声や画像が出ない 


原因？1電源コードの接続が不完全。 


原因？1 接続が不完全。 


解決方法 


疆源コードを AC コンセントにしっかりと 
差し込んでください。 


解決方法 


接続を確認してください。(― P . 1 9) 


原因？2 (再度電源を入れたときに 「CHECK SP 
W 旧 ES 」 と表示される場合）スピーカー 
コ_ドがショ_卜した状態で電源を入れ 
たため、保護回路により電源が切れた。 


解決方法 


すべての スピーカ _ケ_ブルが正しく接 
続されているか確認してください。 
P .18) 


原因？3 内部マイコンが外部電気ショック(落雷ま 
たは過度の静電気)、または電源電圧の低 
下によりフリーズしている。 


解決方法 


AC コンセントから電源プラグを抜き、約 
30秒後にもう一度差し込んでください。 


電源スイツチを押しても電源が入5ない 


原因？2 再生するソースの選択が適切でない。 


解決方法 


入力機器を正しく選んでください。 （— 
P .32) 


原因？3 スピーカーの接続が不完全。 


解決方法 


接続を確認してください。(― P . 1 8) 


原因？4 音量が絞られている。 


解決方法 


音量を大きくしてください。 （— P .33) 


原因？ 5 消音されている。 


解決方法 


リモコンの MUTE キーまたは VOLUME 
十/ーキーを押して消音を解除してくださ 
い 0 (— P .33) 


原因？1電源コードの接続が不完全。 


音声が突然出な<なる 


解決方法 


電源コードを AC コンセントにしっかりと 
差し込んでください。 (- P .27) 


原因？1 機器内部の温度が上昇したため、保護回路 
が働き電源が切れた。 


原因？2 内部マイコンが外部電気ショック(落雷ま 
たは過度の静電気)、または電源電圧の低 
下によりフリーズしている。 


解決方法 


AC コンセントから電源プラグを抜き、約 
30秒後にもう_度差し込んでください。 


解決方法 


温度が下がるのを待って、電源を入れなお 
してください。 


原因？2 スリープタイマーが作動した。 


解決方法 


_源を入れて、ソースを再生しなおしてく 
ださい。 


使用中に突然電源が切れる 


原因？ 機器内部の温度が上昇したため、保護回路 
が働き電源が切れた。 


解決方法 


温度が下がるのを待って、電源を入れなお 
してください。 


原因？3 消音した。 


解決方法 


リモコンの MUTE キーまたは VOLUME 
十/ーキーを押して消音を解除してくださ 
い0い P .33) 
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片側のチャンネルの音声がほとんど出ない 

原因 f 接続が不完全。 

接続を確認してください。また、スピー 
カーケーブルが断線していないか確認し 
てください。 HP .18) 

エフ ェク トスピーカー (センター、サラウンド L / 
FU サラウンドセンター)から音声が出ない 

原因？1 ステレオ再生をしている（ディスプレイに 
STEREO 表示が点灯してし)る）。 

STEREO / EFFECT キーを押して、音場効 
果をオンにしてください。（― P .53) 

原因？ 2ドルビーデジタル、 DTS および AAC 信号 
でエフェクトチャンネル信号が入ってい 
ないソースを再生している。 

別の音場プ□グラムを選んでください。 
(- P .37) 

原因 f 3 サンプリング周波数 48 kHz を超えるデ 
ジタル信号が本機に入力されている。 

サンプリング周波数 48 kHz を超えるデジ 
タル信号入力時は、エフェクトスピーカー 
から音声は出ません。 

センタースピーカーから音声が出ない 

原因？1 センタースピーカーのレベルが絞られて 
いる0 

センタースピーカーのレべ)レを上げてく 
ださい。（― P .73) 

原因？ 2 SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 
「 Center 」 が None に設定されている。 

センタースピーカーモードを正しく設定 
してください。 （— P .59) 

原因？ 3 Hi-Fi DSP 音場プ□グラム （1 〜 4) を選ん 
でいる （「6 ch Stereo 」 と 「 Game 」 は除 
<)。 

DSP 処理の仕様により、入力信号のフォ_ 
マッ トに よっては、センタースピーカー か 
らの音声出力がない場合があります。 


サラウンド L / R スピーカーから音声が出ない 


原因？1 

サラウンド L/R スピーカーのレベルが絞 
られている。 

サラウンド L/R スピーカーのレベルを上 
げてください。（― P .73) 

原因 h 

SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 
「Surround L / R 」 が None に設定されて 
いる0 


サラウンドスピーカーモードを正しく設 
定してください。 (- P .60) 

原因？3 

音場プログラム9で、モノラルソースを再 
生している。 


別の音場プ□グラムを選んでください。 
(- P .37) 

サラウンドバックスピーカーから音声が出ない 

原因？1 

サラウンドバックスピーカーのレベルが 
絞られている。 


サラウンドバックスピーカーのレベルを 
上げてください。 （— P .73) 

原因$2 

SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 
「Surround L / R 」 が None に設定されて 
いる0 


サラウンドスピーカーモードが None に設 
定されると、自動的にサラウンドパックス 
ピーカーモードも None に設定されます。 
サラウンドスピーカー モー ドを正しく設 
定してください。 （— P .60) 


原因？3 SOUND メニユーの 「Speaker Set 」 の 
「Surround Back 」 が None に設定されて 
いる。 


US サラウンドパックスピーカーモードを正 

しく設定してください。 （— P .60) 
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サブウーファーから音声が出ない 

原因？ 1 

SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 
「 LFE / Bass 〇 ut 」 を Front に設定したま 
ま、ドルビーデジタル、 DTS および AAC 信 
号を再生している。 


SWFR または Both に設定してください。 
(― P _61) 

原因 h 

SOUND メニューの 「 Speaker Set 」 の 
rLFE/Bass Out 」 を SWFR または Front に 
設定したまま、2チヤンオりレ信号を再生して 
し、る0 


Both に設定してください。 （— P .61) 

原因 h 

再生しているソースに LFE や低音信号 
(90 Hz 以下)が含まれていない。 

ドルビーデジタルまたは DTS ソフトの再生がで 
きない(本機のディスプレイのドルビーデジタル 
または DTS 表示が点灯しない） 

原因？ 

接続したプレーヤーなどの設定が「デジタ 
ル出力」かつ「ドルビーデジタルまたは 
DTS 」 に設定されていない。 


お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照 
し、正しく設定してください。 

低音の再生不良 

原因？ 

サブウーファーを使用していないのに、 
SOUND メニューの 「Speaker Set 」 の 
rLFE/Bass Out 」 を SWFR または Both 
に設定している。 


Front に設定してください。（― P .6 1 ) 

八ム音が出る 

原因 h 

SOUND メニューの各スピーカーモード 
がスピーカー構成に一致していない。 


各スピーカ_モ_ドを適切に設定してく 
ださい。(― P .59) 


原因？2ステレオピンケーブルの接続が不完全。 


ステレオピンケーブルをしっかり差し込 
んでください。 （— P .19) 


音量を上げることができない、または音が歪んで 
いる 

原因？ 

本機の VCR OUT 端子に接続された機器 
の電源が入っていない。 


AV アンプという製品ジャンルの特性上、 
VCR OUT 端子に接続している機器の電 
源が切れている場合に、再生音が歪んだ 
り、音量が下がったりすることがありま 
す。本機に接続してし)るすべての機器の電 
源を入れてください。 

サラウンドと音場効果を付加した音を録音でき 
ない 

原因？ 

サラウンドと音場効果を付加した音は録 
音できません。 

録音できない 

原因？ 

本機と再生機器および録音機器がアナロ 
グ接続されていない。 


アナログ接続をしてください。 (- P .19) 

セツトメニューを設定できない 

原因？ 

OPTION メニューの 「Memory Guard 」 が 
ON に設定されている。 


OFF に設定してください。 OP .66) 

セツトメニューなどの設定内容が消えている 

原因？ 

1週間以上電源コンセントを抜いていた 
り、外部タイマーが切れたままになつてい 
た。 


1週間以上®原コンセントを抜いたままに 
しておくと、内蔵メモリの内容が消えてし 
まうことがあります。もう一度設定しなお 
してください。 

本機が正常に作動しない 

原因？ 

内部マイコンが外部電気ショック(落雷ま 
たは過度の静電気)、または電源電圧の低 
下によりフリーズしている。 


AC コンセントから電源プラグを抜き、約 
30秒後にもう一度差し込んでください。 
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本機に接続している機器にへッドホンを接続しデジタル機器や高周波機器からの雑音を受けて 
て聴いていると、音が歪む いる 


原因？ 本機の電源がスタンパイ状態になってい 原因？ 

る 0 

本機の電源を入れてください。 （— P .27) US 


本機とデジタル機器や高周波機器の設置 
場所が近すぎる。 

本機をそれらの機器から離して設置して 
ください。 



プ U セツト選局ができない 


オート選局ができない 


原因？ プリセット（メモリー)が消えている。 

1週間以上電源コンセントを抜いたままに 
しておくと、内蔵メモリの内容が消えてし 
まうことがあります。もう一度プリセット 
してください。 （— P .39) 


原因？ 電波が弱い、あるいはアンテナの接続が不 

兀王〇 

AM ループアンテナの方向を変えてくださ 
い。 (- P .26) 

HS 2 マニュアル選局をしてください。 (— P .38) 


「ジー」、「ザー」、 r ガ u ガ u 」 などの雑音が入る 


ステレオ放送になると雑音が多く聞きづらい 

原因？ FM 放送の特性により、放送局から離れた 
地域やアンテナ入力が弱い場合に起きる。 

IlSi アンテナの接続を確認してください。（― 
P .25) 

屋外アンテナを多素子のものに変えてく 
ださい。 

HS 3 マニュアル選局をしてください。 (— P .38) 

FM 専用アンテナを使用しているが、音が歪むな 
ど受信感度が悪い 

原因？ マルチパス(多重反射)などの妨害電波を 
受けている。 

HS アンテナの高さや方向、設置場所を変えて 
ください。 


オート選局ができない 

原因！ 1 FM 放送の特性により、放送局から離れた 
地域やアンテナ入力が弱い場合に起きる。 

IlSl マニュアル選局をしてください。 (— P .38) 

2 屋外アンテナを多素子のものに変えてみ 
てください。 


原因？ 空電や雷による雑音、または蛍光灯、モー 
夕一、サーモスタット付きの疆気器具の雑 
音を拾っている。 

US AM 屋外アンテナを張り、アースを完全に 
取ると減少しますが、完全に除去するのは 
困難です。 

「プンプン」、「ヒューヒュー」などの雑音が入る 

原因？ 本機の近くでテレビを使用している。 
ilg 本機からテレビを離してください。 

雑音が入る 

原因？1 AM ループアンテナをスピーカーケーブル 
の近くに置いている。 

AM ループアンテナをスピーカーケーブル 
から離してください。 


原因？2 AM 端子と GND 端子のコードが逆になつ 
ている。 

ilg AM 5 器子に白い コー ドを、 GN □端子に黒い 
コー ドを差し込んでいるか確かめてくだ 
さい。 
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モコン 


U モコンで操作できない 


接続した機器が！ J モコンで操作できない 


原因？1 


解決方法 


リモコン操作範囲から外れている。 

本体のリモコン受光部から 6 m 以内、角度 
30°以内の範囲で操作してください。 
P .12) 


原因？2受光部に日光や照明(インパ_夕_蛍光 
灯やスト□ボライトなど)が当たってい 
る 0 


解決方法 


照明、または本体の向きを変えてくださ 
い。 


原因？1操作する機器が選ばれていない。 


解決方法 


入力選択キーを押して、操作したい機器を 
選んでください。 （— P .75) 


原因？2 メーカーコードが正しく設定されてい 
ない。 


解決方法 


メ _ 力_コードを設定しなおすか、同じ 
メ_力_のコ_ドの中から別のコードを 
設定してください。 （— P フ 5) 


原因^3乾電池が消耗している。 


解決方法 


乾電池をすべて交換してください。 

P . l 1) 


原因？ 3 メーカーコードを正しく設定しても、メー 
力一または機器によっては操作できない 
場合があります。 
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用語解説 _ 

あ た 


音場 

「その空間が持つ特有の音の響き」を音場と呼んでいま 
す。 

コンサートホー〗レなどで、私達は、楽器の音や歌手の声 
が直接聞こえてくる「直接音」のほかに、床や壁、天井な 
どに一回反射してから聞こえてくる「初期反射音」、さ 
らに何回も反射を繰り返しながら次第に減衰していく 
「後部残響音」を聞くことになります。 

建物内部の形状や広さ、それに内装材料の種類等によっ 
て、初期反射音や残響音の構成が異なり、そのホール特 
有の響きが生まれます。それが「音場」です。 

さ 

サイレント シアター 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラム 
を擬似的に再現するための、ヤマハ独自のシステムで 
す。音場プログラムごとにへッドホン用の設定値が用 
意されているため、自然で立体感あふれる音場プ□グ 
ラムをへッドホンでもお楽しみいただけます。 

サンプリング周波数/量子化ビット数 

アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒間 
にサンプリング(信号の大きさを数値に置き換えるこ 
と)を行う回数をサンプリング周波数といい、音の大き 
さを数値化するときのきめの細かさを量子化ピット数 
といいます。 

再生できる周波数帯は「サンプリング周波数 J で決まり、 
音量の差を表わすダイナミックレンジは「量子化ビッ 
卜数」で決まります。原理的には、サンプリング周波数 
が高いほど再生可能な音域が広がり、量子化ピット数 
が大きいほど音の大きさの変化をきめ細かく再現でき 
ることになります。 

シネマ DSP (デジタル•サウンド • 

フイールド•プロセッサー） 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画館 
用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁 
の材質、 スピーカー の数などの条件の違いによって、同 
じソフトであっても視聴感に差が出てしまいます。 
ヤマ八シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく独自 
の音場技術を応用することで、ドルビープ□ロジック 
やドルビーデジタル、 DTS のシステムと組みあわせて 
音のスケールや奥行き、音量感を補い、ご家庭でも映画 
館のような視聴体験を実現します。 


ドルビーサラウンド 

ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊かな 
音響効果のために、左右2つのフロントチャンネル(ス 
テレオ音声)、会話などを再生するセンターチャンネル 
(モノラル音声)、効果音のサラウンドチャンネル(モノ 
ラル音声)の、アナログ4チャンネル方式を採用してい 
ます。サラウンドチャンネルの再生域は狭くなってい 
ます。 

現在、ほとんどのソフトに普及してし)る方式です。本機 
内蔵のドル ビープ □□ジック デコーダー は、各チャン 
ネ J レの音量を自動的に調整して安定させ、音の移動感 
や方向性を強調して、より正確なデジタル処理を行い 
よ9 〇 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャンネ 
J レ音声を再生できるデジタ)レサラウンドシステムです。 
全帯域の音声成分を持つフロントの3チヤンネル(フロ 
ント L / R 、 センター)と、サラウンドのステレオ2チャ 
ンネル、低音域専用の LFE チャンネルの合計 5. 1チャン 
ネルで構成されます。 

サラウンドがステレオ2チャンネルで収録されている 
ため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動感や周 
囲の環境音がより明確になります。全帯域の5チャンネ 
ルの幅広いダイナミックレンジと正確な音の定位に 
よって、これまでにない迫力と現実感を再現できます。 

ドルビーデジタルサラウン HEX 

本機は 5.1 チャンネルのソースにサラウンドバック 
チャンネルを加えて 6. 1チャンネル再生を可能にする 
ドルビーデジタルサラウンド EX ソフト対応のドルビー 
デジタ)レ EX デコ_ダ_を内蔵しています。（サラウン 
ドパックチャンネルはサラウンド L とサラウンド R 
チャンネルから作られます。）ドルピーデジタ)レサラウ 
ンド EX で録音された映画のサウンドトラックを再生 
する際に、最良の音声を再生できます。この追加チャン 
ネルにより、特に飛び越えたり飛び回ったりといった 
動きのあるシーンで、よりダイナミックでリアルな動 
作音をお楽しみいただけます。 

ドルビープロロジック II 

2チャンネ j レで記録された音声を信号処理し、優れた分 
離感を保ったまま 5. 1チャンネル音声に変換します。映 
画用の Movie モード、音楽などのステレオソース用の 
Music モード、ゲーム用の Game モードが用意されて 
います。従来の2チャンネル音声(モノラル音声を除く） 
だけで記録された古い映画も、 5. 1チャンネルの迫力あ 
る音声で楽しめます。 
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ドルビープロロジック IIx 

本機は2チャンネルで記録された音声を、サラウンド 
バックチャンネルを加えた最大 6.1 チャンネルで再生 
することができます。また、 5. 1チャンネルソースにつ 
いても、優れた分離感を保ちながら、最大 6. 1チャンネ 
ルでお楽しみいただけます。映画用の Movie モード、音 
楽用の Music モード、ゲーム用の Game モードが用意 
されています。 5.1 チャンネルソースを再生していると 
きは、 Movie モードと Game モードを選ぶことはでき 
ません。 

は 

バーチャルシネマ DSP 

サラウンドスピーカーを設置していなくても、仮想的 
にサラウンドスピーカーの音場を再現することで、音 
場プ□グラムを楽しめます。センタースピーカーを設 
置できない場合でも、フロント L / R の2スピーカーシ 
ステムでパーチャルシネマ DSP をお楽しみいただけ 
ます。 

A 

AAC (アドバンスト•オーデイオ，コー 
デイング） 

MPEG -2 才ーデイオ規格の1つで、 BS デジタル放送で 
採用されています。モノラル音声から最大で7チャンネ 
ル音声までを効率良く圧縮して記録、伝送できます。 
本機は AAC デコーダーを搭載してし)るので、 BS デジ 
タルチューナーで受信した番組の 5. 1チャンネル音 
声をデコード(復号）して再生できます。 

D 

DTS (デジタル•シアター•システムズ） 
デジタルサラウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナログの映画音声に 
取って代わる 5.1 チャンネル方式のデジタルサウンド 
トラックとして開発された最新技術で、世界中の映画 
館に急速に普及しています。この技術を家庭用に調整 
したものが、本機で採用している DTS システムです。極 
めて劣化が少なく、クリアな音質の5チャンネ〗レ(フロ 
ント L / R 、 センター、2つのサラウンドチャンネル)、さ 
らにサブウーファー用 LFEO . 1チャンネルを加えた 
5. 1チヤンネルで構成されています。 


DTS-ES 

本機は 5.1 チャンネルのソースにサラウンドバック 
チャンネルを加えて 6. 1チャンネル再生を可能にする 
DTS - ES デコーダーを内蔵してし)ます。 5. 1チャンネル 
の信号と独立して記録されたサラウンドノ（ックチャン 
ネル信号を再生するディスクリート方式と、サラウン 
ド L / R チャンネ〗レ信号からサラウンドバックチャン 
ネル信号を生成して再生するマトリクス方式の2つの 
方式に対応しています。 DTS - ES で録音された音楽や、 
映画のサウンドトラックを再生する際に、最良の音声 
を再生できます。 

DTS Neo:6 

2チャンネル信号のソースを、サラウンドノ（ックを含め 
た6チャンネルで再生できます。再生するソースにあわ 
せて、音楽用の Music モードと、映画用の Cinema モー 
ドが用意されています。すべてのチャンネルを全帯域 
で再生できるだけでなく、ディスクリート方式で記録 
されたソースのようなチャンネ)レの分離感を体感でき 
ます。 

L 

LFE (ローフリケンシーエフェクト） 
0.1 チヤンネル 

音声成分の帯域が20〜1 20 Hz の、低音域専用チャン 
ネ J レです。ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用 
の5チャンネ J レに加えて、効果的な場面で低音を増強す 
るために使用されます。音声の帯域が低域のみに制限 
されているので、 0.1 と表現されます。 

P 

PCM(U ニア PCM) 

MP 3 形式や ATRAC 形式のようにアナ□グ音声信号を 
圧縮せずに、そのまま符号化して録音 • 伝送する方式で 
す。 

「 PCM 」 は、パルス •コー ド'モジ ュレーシヨ ンの略で、 
デジタル信号をノ 0レスの符号にして変調記録するとい 
う意味です。 

音楽 CD や DV □オーディオの録音方法などで採用され 
ています。 PCM 方式では、非常に短く区切った単位時 
間あたりの信号の大きさを数値に置き換える(サンプ 
リング)手法を用いています。 
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オーディオ部 

定格出力 （1 kHz 、 0.9% THD .6 Q ) 

フロント L/R .70 W +70 W 

センター .70 W 

サラウンド L/R .70 W +70 W 

サラウンドバック .70 W 

実用最大出力 （ EIAJ 、 1 kHz 、 10% THD .6 Q ) 

フロント L/R . 100 W 

センター . 100 W 

サラウンド L/R . 100 W 

サラウンドバック . 100 W 

ダンピングファクター (20 Hz 〜 20 kHz 、8 Q ) 

フロント L/R . 100以上 

入力感度/インピーダンス 

DVD/CD 他 . 1 50 mV /47 kQ 

出力電圧/インピーダンス 

VCR OUT . 150 mV /820 Q 

SUBWOOFER .3.8 V / 1 .2 kQ 

へッドホン出力 . 100 mV /100 Q 

周波数特性 ( DVD / CD 他—フロント L / R ) 

.20 Hz 〜 50 kHz 、0/-3 dB 

全高調波歪率 ( DVD / CD 他ーフロント L / R ) 

1 kHz 、35 W 、6 Q . 0.04%以下 

S / N 比 ( IHF - A ネットワーク、入カシヨート） 
DVD / CD (250 mV )— フロント L/R 
.98 dB 以上 


残留ノイズ ( IHF - A ネットワーク） 


フロント SP OUT 


150" V 以下 


チヤンネルセパレー5 
(5.1 kQ ターミネート 
DVD / CD 他•……. 

卜ーンコント□—ル 

BASS . 

TREBLE . 


-シヨン 

卜、 lkHz /10 kHz ) 


ビデオ部 

ビデオ信号方式 . 

S/N 比 . 

周波数帯域(映像出力） 

FM チューナー部 

受信周波数 . 

実用感度 ( IHF ). 

S/N 比 ( IHF ) 

モノ . 

ステレオ . 

歪率 （1 kHz ) 

モノ . 

ステレオ . 


. NTSC 

.50 dB 以上 

,5 Hz 〜10 MHz /-3 dB 


76.0 MHz 〜90.0 MHz 
•…… 2.8/ jV (20.2 dBf ) 


73 dB 

70 dB 

.0.5% 

.0.5% 


AM チューナー部 

受信周波数 . 


■ 531 kHz 〜161 1 kHz 


総合 

電源電圧 . AC 100 V , 50/60 HZ 

消費電力 .145 W 

待機時消費電力 .0.9 W 

寸法(幅 x 高さ x 奥行き）… 435 x 55.5 x 330 mm 
質量 .6.4 kg 

仕様、および外観は、改良のため予告なく変更するこ 
とがあります。 


• 60 dB 以上/ 45 dB 以上 本機は「高調波ガイドライン」適合品です。 


...±10 dB /60 Hz 
+1 0 dB /20 kHz 


主な仕様 
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そのほかの情報 


メーカーコードー覧 


下表のメーカー製品であっても形式、年式によって使用できないものがありま 
す。他社のメーカーコードを設定した場合、機種によっては操作できないもの、 
または限られた機能しか操作できないものがあります。この場合は、お使いの機 
器専用のリモコンをご利用ください。設定方法については ru モコンにメーカー 
コードを設定する」 （— P .75) を参照してください。 


テレビ、衛星放送/ CATV チューナー（国内での使用には太字のコードをお薦めします。) 


メーカー 名 

メーカーコード 

ヤマ八 

299 292 

Admiral 

292 293 

アイワ 

276 283 284 294 

Akai 

295 296 

Alba 

296 

AOC 

297 

Bell&Howell 

292 

Bestar 

298 

Blaupunkt 

229 222 

Blue sky 

298 

Brandt 

223 

Brocsonic 

297 

Bush 

296 

Candle 

297 

Citizen 

297 

Clatronic 

298 

Craig 

224 

Croslex 

225 

Curtis Mathis 

297 226 

Daewoo 

297 298 224 227 228 

Daytron 

239 

Dual 

298 

Emerson 

297 224 239 232 

Ferguson 

223 265 266 

First line 

298 

Fisher 

295 233 

Fraba 

298 

フナイ 

277 278 

GE 

293 297 234 235 236 

Gibralter 

297 

Goodmans 

296 298 223 

Grundig 

229 238 249 

日立 

285 297 239 242 243 

ICE 

296 

Irradio 

296 

Itt/Nokia 

244 245 

JC Penny 

293 297 234 237 

JVC (ビクター) 

286 296 246 247 

Kendo 

298 

KTV 

297 239 

Loewe 

298 248 

LXI 

293 297 225 226 233 

Magnavox 

297 225 239 

Matsui 

295 

三菱 

287 299 297 259 
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Fisher 

フナイ 


Emerson 


Daewoo 

DBX 

Dimensia 


Canon 

CGM 

Citizen 

Craig 

Curtis Mathis 


Bell&Howell 

Blaupunkt 

Brocsonic 

Bush 


ヤマハ 


一力一名 


そのほかの情報 1 


メーカー 名 

メーカーコード 

NEC 

282 297 252 

Nokia 

244 245 

Nokia Oceanic 

245 

Nordmende 

265 266 

Onwa 

296 

パナソニック 

288 211 234 235 236 253 

Philco 

297 225 239 

Philips 

225 

パイオニア 

254 226 235 255 268 

Portland 

297 256 

Quasar 

234 235 

Radio Shack 

299 293 297 

RCA 

293 297 234 256 257 258 

SABA 

223 269 265 266 

Samsung 

297 239 248 262 275 

サンヨー 

273 212 295 233 279 272 274 

Schneider 

296 

Scott 

297 

シャープ 

213 216 292 239 232 

Siemens 

229 

Signature 

292 

ソ ニー 

214 263 

Telefunken 

269 264 265 266 

Thomson 

223 266 

東芝 

215 292 226 267 

Videch 

297 242 

Wards 

297 239 232 


一力ーコード 


399 

392 

393 

394 


395 





396 

397 

398 

329 

339 

322 

323 

324 



392 

394 





393 

325 326 

327 

322 


325 

396 

396 

396 

397 

328 

332 

328 

333 

328 

334 

335 

392 

394 


333 



327 

334 


393 

336 


397 




328 333 387 363 

334 337 

332 338 
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そのほかの情報 


メーカー名 

| メーカーコード | 

日立 

325 

333 

349 

342 

343 




Instant Replay 

325 

328 







Itt/Nokia 

393 








JCL 

328 








JC Penny 

392 

393 

394 

328 

333 

349 



JVC ( ビクター ) 

392 

394 

344 

345 

346 

347 



Kendo 

396 








Kenwood 

392 

394 

396 






LG/Goldstar 

396 

388 







Loewe 

396 

337 







Luxor 

395 








LXI 

393 

396 

397 

336 

349 




Magnavox 

325 

326 

328 






Marantz 

392 

394 

328 






Marta 

396 








Matsui 

396 








Memorex 

328 

336 







Minolta 

333 

349 







三菱 

399 

344 

348 

359 

352 

353 



Multitech 

397 

348 

354 






NEC 

392 

394 

344 

383 





Nokia 

393 

395 







Nokia Oceanic 

395 








Okano 

323 








Olympic 

325 

328 







Orion 

327 








パナソニック 

325 

328 

355 

384 

385 

386 



Pentax 

333 

349 







Philco 

325 

328 







Philips 

325 

326 

328 

337 

356 

357 



Phonola 

337 








パイオニア 

325 








Quasar 

325 

328 







RCA/PR 〇 SCAN 

325 

326 

328 

333 

335 

349 

358 


Realistic 

393 

397 

328 

336 

359 

362 



Samsung 

354 

358 

363 

364 

365 

366 



Sansui 

394 








サン ヨー 

393 

336 

367 






Schneider 

337 








Scott 

399 

335 

336 

348 

359 

352 

354 

358 

Sears 

328 

342 

396 






Seleco 

322 








シャープ 

395 

362 

382 






Siemens 

393 








Signature 2000 

395 

397 







ソニー 

368 

379 

372 

373 

374 

375 



Sylvania 

397 

325 

326 

328 





Symphonic 

397 








Tandberg 

334 








Tashiro 

396 
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そのほかの情報 


メーカー名 

メーカーコード 

Tatung 

392 394 

Teac 

392 394 397 

Technics 

325 328 

Teknika 

328 396 397 

Telefunken 

376 377 

Thom 

393 396 

東芝 

335 389 

Universum 

396 327 376 

W.WHouse 

396 

Wards 

395 396 336 362 328 342 363 397 


DVD プレーヤー 


メーカー名 

メーカーコード 

ャマ八 

699 622 623 

デノン 

623 624 

フナイ 

625 

日立 

626 

JVC ( ビクター ) 

627 

ケンウッド 

628 

LG/Goldstar 

645 

三菱 

629 

オン キヨー 

632 633 634 

パナソニック 

623 635 

Philips 

699 647 

パィォニア 

636 637 638 

RCA 

639 

Samsung 

642 

シャープ 

643 

ソ ニー 

644 

Thomson 

646 

東芝 

634 648 649 


そのほかの情報 
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そのほかの情報 


索引 _ 

ア行 八行 


アナログ音声 . 72 

映像出力端子 . 21, 24 

映像入力端子 . 21, 24 

刁一 h 塔问 . 38 

才一トプリセツト . 39 

音場効果 . 47 

音場プログラム . 37, 43 

音声出力端子 . 21, 22, 24 

音声入力端子 . 21, 22, 24 


サイレントシアター . 54, 83 

サンプリング周波数 . 83 

ステレオ音声 . 53 

スト レー ト デコー ド . 45 

スピーカー 端子 . 18 

スピーカーモード . 59 

スリープタイマー . 56 

セツトメニュー . 57, 58 


ダイナミックレンジ . 63 

ディスプレイ . 15 

デジタル入力端子の割り当て . 64 

テストトーン . 73 

電源コード . 27 

同軸ケーブル . 20 

同軸デジタル出力端子 . 21 

同軸入力端子 . 21 

ドノレビーデジタノレ . 46, 47, 83 

ドルビーデジタル EX . 47, 83 

ドルビープ□ロジック . 47 

ドルビープ□ロジック II . 47, 83 

ドルビープ□ロジック IIx . 47, 84 


ナイトリスニングモード . 55 

入カモード、 . 65, 70 


ノ（_チヤノレシネマ DSP . 49, 84 

バックグラウンドビデオ機能 . 41 

パラメーター . 68, 69 

光デジタル出力端子 . 21 

光入力端子 . 21 

光ファイバーケーブル . 20 

ビットレート . 72 

乃ク、 . 72 

プリセット選局 . 41 

マ行 

マニュアル選局 . 38 

マニュアルプリセット . 40 

メーカーコードの設定 . 75 

ラ行 

リモコン . 11,12,14, 75 

A、B、C、D、E、F 

AAC . 46, 47, 50, 84 

AMS ?. 26 

AUDIOS 盖子 . 21 

CINEMA DSP 音場プ□グラム . 37 

DTS . 46, 47, 84 

DTS-ES . 47, 50, 84 

DTS Neo :6.47, 84 

G、H、I、J、K、L 

GND 端子 .26 

Hi-Fi DSP 音場プ□グラム .37, 43 

LFE 0.1チヤンネル .84 

M、N、0、P、Q、R 

OPTICAL 端子 .21 

PCM .72, 84 


S、T、U、V、W、X、Y、Z 


VCR IN 映像入力端子.… 
VCR IN 音声入力端子.… 
VCR OUT 映像出力端子 
VCR OUT 音声出力端子 
VIDEO 端子 . 


4 4 4 4 1 
2 2 2 2 2 
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そのほかの情報 


ディスプレイ(アルフアベット順) 


AAC . 70 

ANALOG . 70 

AUTO . 70 

DTS . 70 

fig .72 

fs .72 

in .72 

rate .72 

SLEEP .56 

STEREO .53 


そのほかの情報 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 


ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


• 保証期間 

お買い上げ日より1年間です。 


■ヤマハ A V 製品の修理、 サービスパーツに 関するお 
問合せは 


• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保 
証書をご覧ください。 

• 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料に 
て修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

♦ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 
一般管理費等が含まれています。 

♦ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す 

る部材等を含む場合もあります。 

♦ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で 

す。別途、駐車料金をいただく場合があります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 持ち込み修理のお願い 

故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマ八電気音響製品 
サービス拠点へお持ちください。 

• 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知 
らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせ 
ください。 

※品番、製造番号は AV 製品の背面もしくは底面に表示してありま 
す。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカー ユニッ トなど振動系と電気 
部品です。尚、修理はスピーカー ユニッ ト交換となりますので、 
エージングの差による音色の違いが出る場合があります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品 
を交換されることをお薦めします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音響製品 
サービス拠点へご相談ください。 

r 摩耗部品の一例- N 

ボリュームコント□—ル、スイッチ • リレー類、接続端子、ランプ、ベ 
ルト、ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


※このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について 
記載しております。 


■ ヤマハ AV 製品の機能や取扱いに関するお問合せは 


お客様ご相談センター 

TEL (0570) 01-1808 (ナビダイヤル） 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 460- 3409 

FAX (053) 460 — 3489 
住所亍 430-8650 

静岡県浜松市中沢町 10-1 

ご相談受付時間10:0◦〜12:0〇,13:00〜18:◦〇 
(日 • 祝日及び弊社が定めた日は休業とさせていただきますの 
であらかじめご了承ください。） 


(ヤマノ k 電気音響製品サービス拠点） 

北海道〒〇 64-8543 札幌市中央区南十条西 1-1-50 ヤマ八センター内 
TE し （011) 512 - 6108 

仙台亍 984-00 15仙台市若林区卸町 5-7 仙台卸商共同配送センター 3 F 
TEL (022) 236 - 0249 

首都圏〒 143-0006 東京都大田区平和島2丁目1番1号 

京浜トラックターミナル内14号棟 A -5 F 
TEL (03) 5762 - 2121 

浜松〒435-0016浜松市和田町200ヤマ八(株)和田工場内 
TEL (053) 465 -6711 

名古屋〒 454-0058 名古屋市中川区玉川町 2-1-2 

ヤマ八(株)名古屋流通センター 3 F 
TEL (052) 652 - 2230 

大阪〒 565-0803 吹田市新芦屋下 1-1 6 

ヤマ八(株)千里丘センター内 
TEL (06) 6877 - 5262 

四国〒760 -0029 高松市丸亀町 8-7 

(株)ヤマ八ミュージック神戸高松店内 
TEL (087) 822 - 3045 

九州〒8 12-8508 福岡市博多区博多駅前 2- 11 -4 
TEL (092) 472 -2134 


愛情点検 




★永年ご使用の AV 製品の点検を！ 


こんな症状はありませんか？ 


• 電源コード • プラグが異常に熱い。 

• コゲくさい臭いがする。 

• 電源コードに深いキズか変形がある。 

• 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。 
• 電源を入れても正常に作動しない。 

• その他の異常 • 故障がある。 



すぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必 
ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検 • 修理に要する費用は販売店にご相談くださ 
い 0 


ヤマノ v オーディオ&ビジュアルホームページ 
http :// www . yamaha . co . jp / audio / 
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